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新年あけましておめでとうございます。 

旧年 3月 25日の能登半島地震に遭われた

能登地区の会員の先生方と、ご家族、職員の

皆さんがつつがなく新年を迎えたであろうか

と心から懸念しております。 

世紀末から 21世紀の初め 10余年間、日本

の社会保障は「政府の計画」通りに瓦解の一

途を辿っていると言っても過言でありません。 

本来、好況な時は国民の社会保障への依存

度は低く、現在のように不況で雇用不安、低

所得層と貧困層の拡大、高齢人口の増加など、

国民の生活が不安定な時に社会保障への依存

度が高くなるのは当然のことです。そんな時

に国家が「財政難」を理由に社会保障費を削

減するのでは、国の「存在意義」が問われます。 

しかし、医療制度では 4月から医療費削減

のために、新たに「後期高齢者医療制度」が

実施されます。再診料の引き下げ、いわゆる

「総合医」の導入、慢性疾患ごとの検査など

の「定額制」が、中医協で論議されており、

将来への全般的「包括化」が危惧されていま

す。 

また、今年は診療報酬改定の年です。すで

に歯科医院は経営が逼迫していますし、医科

医院でも同様で、外来医療の質の本格的低下

が心配されています。実質マイナス改定は絶対に容認できるものではあ

りません。 

医療制度の後退を是正するには、医療の現場から一つひとつの制度の

矛盾や不合理に対して反駁（はんばく）し、改善を要望するしかありま

せんが、前回の「不合理なリハビリ日数制限撤廃」運動の一定の成果、

また参議院選挙の結果は、政府が 70歳以上の医療費窓口負担 2割を暫時

延期するなどの効果を生みました。 

会員の先生方の協力を得て、多数の国民の賛同を獲得すれば「国民の

医療制度向上をめざす」協会の活動は前進します。そのため、協会役員

は先頭に立って奮闘したいと思っています。よろしくご支援下さいます

ようお願いします。 
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本年もどうぞよろしく 
　　　　　お願い致します 

石川県保険医協会第34回定期総会 
と　　き 2008年2月16日（土）午後3時半 
と こ ろ 金沢都ホテル 

運営次第 
　15：30～17：30 特別講演「もっと知ろう憲法のこと」 
  　 法学館「伊藤塾」塾長　伊藤　真さん 
　18：00～19：00 総会議事 
  特別表彰（創立4年目の入会者：27人） 

法学館「伊藤塾」塾長　法学館憲法研究所所長 

講師  伊藤　真 さん 

市民公開・憲法講演会 
 もっと知ろう憲法のこと もっと知ろう憲法のこと もっと知ろう憲法のこと 

と　き 2008年2月16日（土）午後3時半 
ところ 金沢都ホテル　「セミナーホール」 

（JR金沢駅東口正面、旧ロキシー劇場） 

今回は、司法試験塾のカリスマ塾長としてもおなじみの伊藤

真さんを講師にお迎えし、「もっと知ろう憲法のこと」と題した

市民公開・憲法講演会を開催します。わかりやすく、問題の核心

をお話いただくことで、多くの方に改めて憲法について学ぶ機

会を与えてくださることでしょう。ぜひお気軽にご参加ください。 

主　催　九条の会・石川医療者の会／石川県保険医協会 
連絡先　石川県保険医協会　電話076－222－5373

（伊藤真著『憲法の力』より） 

憲法は主権者である国民のものです。 
その憲法の力が政治家によって弱められ、ないがしろにされ
ている。 
そうした非常事態なのに、国民がこんなに平静でいられるの
はなぜでしょうか。 
私は「みんなで憲法の話をしてこなかったからだ」と考えて
います。 

◆講師プロフィール◆ 
1958年生まれ。東京大学在学中に司法試験に合格。95年に「伊藤真の司法
試験塾」を開設。現在は塾長として「市民のために働く法律家の育成」を指導
理念に親身な講義と高い合格率で「カリスマ塾長」として人気を博す。憲法の
理念を多くの人に伝えたいと、各地の自治体・企業・市民団体などで研修・講演
を精力的に行っている。著書に『高校生からわかる日本国憲法の論点』『夢を
かなえる勉強法』『会社コンプライアンス』『憲法の力』など多数。 

 

入会の方法は 
保険医協会にぜひご入会下さい！ 

医科 733人、 歯科 284人 

会員数　1017人 

　お電話または同封の入会申込ハガキに必要事項を記入の 
うえ、ご返送下さい。 

◎会　費（月額）／開業医 4,500円／勤務医 3,800円 

◎入会金　な　し 
※３カ月ごとに銀行口座から引き落としさせて頂きます。 

◎連絡先　〒920-0902 金沢市尾張町2丁目8番23号 
 （太陽生命金沢ビル6階） 

保険医協会は 

国民医療の充実と 

保険医の生活を守ります。 

本号は保険医協会未入会の先生方にもお届けしました。 

石川県保険医協会 
電話  076（222）5373　FAX  076（231）5156 
E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp
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北信越ブロック5県連名で、 
次回診療報酬改定に関する 
要望書を中医協委員等に提出 

北信越ブロック5県連名で、 
次回診療報酬改定に関する 
要望書を中医協委員等に提出 

10月から中央社会保険医療協議会では、次回診療報酬改定をめぐる論

議が急ピッチで行われている。北信越5県の保険医団体では、11月23日

の北信越ブロック会議の医科・歯科分科会の討議をふまえて、2008年

診療報酬改定に関する緊急要望書（医科・歯科別）をまとめ、厚生労働

大臣、同医療課長、中央社会保険医療協議会委員各位に送付した。なお、

歯科の要望書は厚生労働省歯科医療管理官にも送付した。

以下、緊急要望書を紹介する。

2007 年 10 月 31 日

次回歯科診療報酬改定に関する要望書
拝啓　貴殿におかれましては次回診療報酬改定をめぐりご多忙のこと

と拝察致します。

さて、歯科医療費は国民医療費が増加する中にあっても、ここ十数年 2

兆 5 千億円のまま推移し、総医療費に占める割合は 7.7% まで低下してい

ます。また、平成 18 年における歯科診療報酬の改定率はマイナス 1.5%

とされましたが、改定後の歯科医療費はこれを上回る、前年度比マイナ

ス 2.8% となったことは中医協でも明らかにされております。

更に、10 月 26 日に発表された中医協医療経済実態調査（速報）により

ますと、個人歯科診療所は前回比で医業収入マイナス 2.5%、保険診療収

入マイナス 3.0%、収支差額はマイナス 9%（12 万 2 千円）の大幅な減額

となりました。医業収入は医業費用と共に平成 7年の同調査より減少が

続いておりましたが、今回医業・介護費用がプラス（1.4%）に転じまし

た。これは医業収入の減少分を医業費用の削減で補おうとしてきました

が、もはや節減も限界に達していることを示しています。

この状況を放置すれば歯科診療所はより一層経営が悪化し、国民歯科

医療の後退も避けられません。

かかる状況下で中医協に於いては、次期診療報酬改定に向けた審議が

本格化しており、前回改定の結果検証の評価を踏まえ議論が進められて

おりますが、告示の主旨に反した算定の制限・制約をもたらしている通

知、記載要領の是正を含め、前回改定が生み出した弊害や不合理など徹

底的に議論いただき、次回診療報酬改定では次の事項の実現を強く要望

します。 敬具

記

一、歯科の診療報酬改定に当たっては医療経済実態調査の結果を踏まえ、

実質的引上げをはかること。

一、算定率が圧倒的に低い歯科疾患総合指導料並びに歯科疾患継続指導

料による継続管理システムは、医療機関の理解が得られなかったこ

とから廃止すること。

一、患者に対する文書による情報提供は指導料や管理料の算定要件とは

せず、「加算」により評価すること。

一、「レセプト摘要欄へ記載した場合に限り算定する」とした通知を破棄

すること。

以上

医科分科会歯科分科会

2007 年 11 月 2 日

次回医科診療報酬改定に関する緊急要請書
　拝啓　貴職には次回診療報酬改定をめぐりご多忙のことと存じます。
平成 20 年度改定に向けて中医協においては 10 月、11 月と改定の具体

的項目について審議し、11 月 28 日の中医協総会では「本体部分について
は更なるマイナス改定を行う状況にはないこと」が確認され、「厚生労働
省が、平成 20 年度予算編成に当たって、財源の確保に努めつつ、平成 20
年度診療報酬改定に係る改定率の設定について、本意見の趣旨を十分に踏
まえて対応することを求める」旨の意見書がまとめられました。
世界に誇るべき我が国の国民皆保険制度下の医療供給体制が、「医療崩

壊」という危機に直面している折柄、時宜に適った意見書であり、敬意を
表するものです。
さて、厚労省が 11 月 2 日の中医協に提案した「勤務医の負担軽減策」

「外来管理加算」「後期高齢者（外来医療）」の改定案には、第一線医療担
当者として看過できない重大な点を含んでおります。
ご承知のように、産科医療の危機をみるまでもなく、第一線医療の機能

が失われたり、弱体化すると、第二次、第三次の医療機能が果たせなくな
ることは明白です。開業医（診療所）の初診料、再診料という基本診療料
を引下げることは第一線医療の弱体化を招くこと必至であり、そのことを
考慮すべきであります。更に付言すれば、現在、外来においては看護師、
薬剤師、医事担当職員の業務を評価する個別の点数項目はないに等しく、
基本診療料での対応を余儀なくされています。
私共、北信越の開業医を中心とした保険医団体は、11 月 23 日の会議で

協議した問題点をお知らせしますので、改定の作業でご検討いただきた
く、要請いたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

記

（1）診療所における診療時間を夜間に延長（18 時～ 20 時）した場合に時
間外加算が算定できるようにする（その財源捻出のため、診療所の初・
再診料を引下げる）ことについて
1）一次救急については、地方交付税で一般財源化され、市町村の事業
として休日夜間急患センターや在宅当番医制が整備されていることと
の関連はどうなるのか。それぞれの地域の医療供給体制のもとで、関
係者の合意を得てシステムが作られてきている。地方自治体も含めた
努力で成立している地域医療体制、とりわけ医療資源の乏しい地方で
は、新たな混乱を生じさせることになりかねない。国、地方の行政サ
イドにおいて、休日、夜間の急患の受診のあり方について市民に啓蒙
すべきであり、診療報酬点数表で急いで対応すべき問題であろう。

2）診療所の夜間診療加算については、平成 16 年の改定で導入された小
児科特例と同様の取扱いのイメージとなる。ということは、関西地域
を除く北海道から九州に至るまで、午後 6時から 8時を標榜する医療
機関はほとんどなく、この加算は関西地区と休日夜間急患センター等
における算定に限られることになるのではないか。再診料を引下げて
加算点数に配分することは、地域限定配分となる。

3）関西のような夜間の診療体制を北信越で導入することは可能か。し
かも、関西のように、多くの診療所が夜間診療体制をとらないと効果
が期待できないはず。現実問題として、①従業員の確保の問題、②冬
期間の足の確保の問題、③何人の急患が受診するのか、といった問題
点に直面する。

（2）外来管理加算に「時間の目安」を設けることについて
1）外来管理加算は、内科再診料を一部変更する点数項目として今日に
至っているものである。かつては 6歳未満の乳幼児内科再診料や内科
再診料の特例として、主として内科的診療を行う保険医療機関（外科
系の標榜診療科を除く）での臨時的処置を行った場合でも算定を認め
るなど、内科系医療機関の内科的診療を評価した点数項目である。

2）外来管理加算に「時間の目安」を導入することは、カルテ記載やレセ
プト表示など余計な労力が増え、診療現場が混乱すること必至である。
また、算定対象患者が減少し、内科系診療所の活力を削ぐことになる。

（3）後期高齢者の外来医療は、初診料を引上げ、再診料を引下げることに
ついて
1）現行の初・再診料は平成 18 年度から一般患者と老人患者が同一点数
に改定されたばかりで、75 歳という年齢区分で初・再診料に格差を
設ける意義はどこにあるのか。

2）高齢者は若年者よりも手間隙がかかることは明らかで、再診料につ
いては現行の評価を維持し、「時間の目安」のプラス評価が妥当である。
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「後期高齢者医療制度」を理解する上でも、 
ぜひ、読んでおきたい一冊！ 
「後期高齢者医療制度」を理解する上でも、 
ぜひ、読んでおきたい一冊！ 

どうする！ 医療 どうする！ 医療 どうする！ 医療 
新刊案内 

唐鎌直義 編 

唐鎌直義・工藤浩司・末永睦子・林泰則 著 

A5判・並製・124頁  

定　価／1,365円（本体1,300円） 

発行日／2007年12月5日 

ISBN 978-4-8451-1047-6

会長　井沢　宏夫（金沢市・医科） 

「社会保障シリーズ」として“医療”“介護”“年金”“生活保護”に分けて出版される第一冊目。昨年11月

に保険医協会から出版された『福祉マップ』の“医療制度の章”の姉妹編（解説編）とも言える。 

日本の医療制度の現状から今後の見通しまで分かりやすく説き、国民の立場から踏み込んだ警鐘を鳴らし

ている。 

著者の一人、工藤浩司は保険医協会事務次長。「福祉マップ」の実質的編集責任者を務めた。隔年の診療報

酬改定時の「新点数検討会」の立役者で、講師も務め皆様おなじみの人物。 

4月から「後期高齢者医療制度」が実施されるが、この制度の本質や背景を理解する上で、3月ごろまでに

ぜひ一読しておいていただきたい一冊である。 

※お近くの書店にご注文いただくか、インターネットでお求めください。 

病院の業務を受け持っていただく仕組みが一番直近で医師不足を解消するひ

とつの手段だと思っています。この点を医師会の役割として強調したいと思

います。

日本医師会の役割に関しては、一次予防、一次診療のより綿密なネットワ

ークづくりにおいて、一定の役割を果たしていただきたいと思います。それ

と同時に、今まで以上に講演会活動や教育活動等を通して、一人でも多くの

国民に私たちの思いを「情報発信」するように頑張ってください。

（質問 8）民主党の歯科に対する認識について。

（回答）私たちが提唱しているのは歯科保健基本法というものを作って、現在

少ない歯科保健制度をきちんと作る。労働安全衛生法の中でも受けることが

できる仕組みが必要だと思っています。もうひとつ重要なことは介護保険の

二次判定の意見書にも歯科医師の意見を反映させなければならないというこ

とです。

歯科に関して、われわれの作業チームに歯科部門を設け、すでに歯科保健

基本法案を提出しています。同時に保険適用範囲とか健診範囲をどんどん広

げていく必要があると認識しております。

（質問 9）マスコミ対策について、大事なことが国会で討論されているのにど

うして報道されないのか。

（回答）端的にいいますと記者の能力不足です。今この国にとって大事な問題

は何なのかを考えずに、政局にからむことしか彼らは話題にしないからです。

勉強不足です。

（質問 10）財源問題、将来的には特別会計を合わせた国全体の会計の中で、

黒字があれば社会保障にまわすことが可能かどうか。

（回答）特別会計と一般会計をあわせると 350 兆円になりますが、私たちは特

別会計をまず透明化すべきだと考えています。利権、いわゆる癒着構造はこ

の特別会計にあるので、可視化するのが第一歩だろうと思います。

（質問 11）小沢代表の自民党との大連合をめぐる言動は民主党にとって本当

に大打撃だったのか。

（回答）小沢代表が言おうとしている大事な点が 2点あります。ひとつは民主

党はバラバラだという認識のなかでひとつにまとめる必要があった。この騒

動でほとんど全員が小沢代表に慰留を求め、一本化できた。もう 1点は、参

議院選挙の結果によって、「選挙があったら勝てる」という気の緩みが党内に

あったためです。

（質問 12）政権交代に向けての今の段階はどのあたりか。

（回答）霞ヶ関の官僚の人たちは、民主党の議員の方がよく勉強していて鋭い

と思っており、警戒しています。これが現実ですから、イコール担当能力が

あると思っていいと私は自覚しています。官僚全てが悪いのではなく、30 代

～ 40 代前半の方は優秀です。若い世代の官僚と議論し、いかに政策を練り上

げていくかという努力が私たちは必要だと思います。

（質問 13）後期高齢者医

療制度に反対するとした

ら、民主党は高齢者の医

療に対してどういう見解

を持っているか。

（回答）高齢者医療制度の

改革ですが、私たちは一

本化すべきだと思ってい

ます。年齢によってどれ

だけの負担をするか決め

ようと思っています。だ

から特別な枠を設ける必

要もないし、診療報酬を

別立てにする必要もない

という考え方です。

2000 年に介護保険を導

入したのは医療費抑制が

目的でした。これが成功しなかったから後期高齢者医療制度を作ろうとして、

これも国民の反発にあって頓挫しています。私たちは医療も介護もお金も一

編に集めるように発想を転換する、医療・介護を一体的に考えていきます。

後期高齢者医療制度は外来診療に包括を持ち込もうという考えがはっきり

出ています。これは高齢者を対象とする保険制度としては厳しいと思います。

（質問 14）民主党のマニュフェストの中に「診療報酬の包括化」が含まれて

おり、この1点があるから民主党は支持できないと医師会の役員が述べている。

包括化についてどのように考えているのか。

（回答）包括化のメインは急性期病院に関してです。病院にとっては包括化の

流れは必要だと私（足立議員）は思います。外来はひとつひとつ違いがある

もので、出来高が基本と私は思っています。

私（森田議員）の勤めていたところも包括診療（DPC）の適用病院でした。

包括診療では、1日あたりの診療報酬が決まってしまうので、患者の選別が働

いてしまうのではないか。包括を前提としながらも加算できる仕組みは絶対

に作らなければいけないと思います。

（質問 15）社会保障費に対する企業の負担をどこまで求めるか。

（回答）企業負担が 2割を切っており、私たちは保険料負担は家計よりも企業

の負担を大きく設定しています。

アメリカの場合は民間保険がベースです。国や経済財政諮問会議でも民間

保険へのシフトと言っていますが、医療保険第三分野の支払指数は 30%です。

払った保険料の 3割しか返ってきません。民間保険を必要としない制度をつ

くるのが政治の役割だと思っています。

森田高参議院議員

2人の国会議員による講演を聞いて　～質疑応答～ 2人の国会議員による講演を聞いて　～質疑応答～ 
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（質問 1）医師不足に関しては、小児科とか産科の問題が叫ばれているが、外

科も耳鼻科もあらゆる科にわたっていることを国会等を通じて医療政策、医

療提供体制の充実をもっと図るようにしていただきたい。

（回答）私たちは全診療科の理想的な医師数を出そうとしています。国が考え

る医師数と地方で考える理想の医師数は別に考えなければならず、今、膨大

なデータを処理しているところです。

（質問 2）医療財政の確保に消費税の問題が取りざたされていますが、基本的

にはもっと企業が負担をすべきではないか。

（回答）医療保険の保険料あるいは自己負担等全部を含めると、今は家計が 45

％、企業が 20％を切り、公の負担が 35％です。少子高齢の時代である以上、

税の部分がもう少し上がる、35％から 40%になってもいいのではないか。そ

うなれば家計は 35％、企業は 35％まで上がるのが理想と考えています。非正

規雇用が増えたために、企業の負担が減っている。正規雇用を増やし、健康

保険も厚生年金もきちんと負担してもらうという制度づくりが大事だと思っ

ています。

（質問 3）2008 年 4月から始まる「特定健診」は究極の医療費削減政策である。

（回答）メタボリックシンドロームになりそうな人だけを集めることは、ハイ

リスクの人を集めたわけだから、治療しなければいけません。ところが医療

費を上げたくないために、実際は一般的な啓蒙活動で終わってしまうことに

なり、アプローチの仕方として間違っています。

（質問 4）アメリカはブッシュ大統領から政権が変わっても日本政府への要求

等は変わらないのか、また自民党から民主党に政権が変わってもアメリカと

の関係を突き詰めていかないと医療政策も変わらないのではないか。

（回答）内外価格差のお話がありましたが、アメリカが決めた価格をそのまま

日本が飲んでいるということです。命令に従っているに過ぎません。われわ

れは同じことをしないつもりです。

内外価格差については、

医療と軍事産業が日本の

対米黒字のつけ回しとな

っていることは承知して

います。日本の防衛関係

の調達は、世界で唯一商

社経由で輸入し、そのた

め軍需関係物資は倍付け

の価格になっています。

日本の医療材料もほとん

で同じ構図であると思い

ます。

（質問 5）今日のお二人の

医療政策ははたして民主

党全体の意見なのか。

（回答）昨年発表した「崖

っぷち日本の医療を救う」

は、民主党の政策として私（足立議員）が中心になって書いたもので、党の

考え方になっています。これを森田議員とともに医療・介護改革のプロジェ

クトチームとして見直しを進めており、民主党の政策になることは間違いな

いと思っています。

私（森田議員）は無所属で民主党員ではありませんが、医療・介護改革の

プロジェクトチームに加えていただき、自由に発言できる雰囲気があります。

党全体がリベラルで包容力があると思っています。民主党内のまとまりとい

う点では若干の不安はありますが、今は中堅議員が増えてきてうまく束ねら

れるようになってきたと思います。

（質問 6）財界とアメリカを敵に回して民主党が今言っていることが実現でき

るのか。民主党が実際に政権をとったときに（民主党の政策が）どの程度実

現できるのか。

（回答）今「無駄遣い一掃本部」を党の中に立ち上げており、そこが全てのス

タートです。2011 年までにプライマリーバランスをゼロにする。無駄遣いを

なくすことによってそれを達成するというのが党の方針です。

マニュフェストというのは政権をとったらこういうことを行いますという

ものです。がらっと根本から替えるようなことは政権を持っていないとでき

ないことです。今は、野党の立場ででもできる法案を出していくというのが、

正しい姿勢ではないかと思っています。

アメリカとの距離感ですが、アメリカから自立するためにはどうしてもク

リアしなければならない問題が 2つあると思います。食料自給の問題とエネ

ルギー自給の問題です。自立するか依存するかということも含めて、二大政

党が健全に議論しあってこそ、国民の前に示されると思っています。

（質問 7）病院、施設、かかりつけ医がうまく連携していくために医師会の果

たせる役割は。

（回答）当座の病院勤務医の過酷な労働条件を緩和するために、開業医の方に

「崖っぷち日本を救う 
　　　―医師として国会議員としての考え」 
「医師から国会議員へ 
　　　―はじめて国会に出て思うこと」 

「崖っぷち日本を救う 
　　　―医師として国会議員としての考え」 
「医師から国会議員へ 
　　　―はじめて国会に出て思うこと」 

11月 23日、新潟県上越市内で開かれた第50回保団連北信越ブロック会議では、民主党参議院議員の足立信也氏（大分県出身）と、7月

の参議院選挙において富山県選挙区で初当選した森田高氏（無所属、民主党緑風会）をゲストに迎えて、それぞれ特別講演「崖っぷち日本を

救う―医師として国会議員としての考え」「医師から国会議員へ―はじめて国会に出て思うこと」が行われた。両氏の講演要録については北信

越ブロックにて小冊子を作成予定。

本紙では講演後に行われた足立、森田両議員とブロック会議出席者との質疑応答、意見交換についてその要点を紹介する。

足立信也参議院議員

2人の国会議員を招いて開かれた保団連北信越ブロック会議

第50回保団連北信越ブロック会議  第 5 0回保団連北信越ブロック会議  
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痔
（
こ
こ
で
は
、
内
痔
核

に
よ
る
脱
肛
の
こ
と
を
指
し

ま
す
）
の
外
科
的
治
療
は
痔

核
結
紮
切
除
が
一
般
的
で
、

い
ろ
い
ろ
な
治
療
法
が
あ
る

今
で
も
根
治
手
術
と
な
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
治
療
を
受

け
た
患
者
さ
ん
は
、
し
ば
ら

く
は
痛
み
と
出
血
に
悩
ま
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
し

か
し
、
三
年
前
に
「
ジ
オ

ン
」
を
使
っ
た
痔
核
硬
化
療

法
が
保
険
適
応
と
な
り
、
痔

の
治
療
に
大
き
な
変
化
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
元
は
中
国

の
史
教
授
が
考
案
し
た
『
消

痔
霊
』
と
い
う
薬
で
、
そ
れ

を
日
本
で
改
良
し
た
も
の
が

硫
酸
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
カ
リ
ウ

ム
・
タ
ン
ニ
ン
酸
注
射
液

「
ジ
オ
ン
」
と
な
っ
た
も
の

で
す
。

中
国
の
農
村
部
に
は
数
多

く
の
痔
に
悩
む
患
者
さ
ん
が

い
て
、
医
療
費
が
か
か
ら

ず
、
手
軽
に
行
え
、
か
つ
痛

く
な
く
効
果
が
確
実
な
治
療

法
の
開
発
が
必
要
で
あ
っ
た

よ
う
で
、
そ
う
し
た
背
景
の

も
と
こ
の
消
痔
霊
が
で
き
た

そ
う
で
す
。

実
際
の
投
与
法
で
す
が
、

腰
椎
麻
酔
や
仙
骨
ブ
ロ
ッ
ク

下
で
も
よ
い
の
で
す
が
、
局

所
麻
酔
だ
け
で
十
分
施
行
が

可
能
で
、
痔
に
対
し
注
射
し

ま
す
（
四
段
階
投
与
法

で
・
・
・
こ
こ
に
コ
ツ
が
あ

る
よ
う
で
す
）。

術
後
の
痛
み
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
し
か
も
か
な
り
痔
が

縮
小
し
、
効
果
も
痔
核
結
紮

切
除
法
と
同
じ
く
ら
い
に
な

る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
使
用
は
一
歩
誤

る
と
、
肛
門
狭
窄
を
引
き
起

こ
し
て
人
工
肛
門
造
設
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
患
者
さ
ん
が

い
た
よ
う
で
、
本
剤
使
用
に

つ
い
て
は
講
習
会
受
講
者
の

み
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
使
い
方
を
正
し

く
行
え
ば
、
麻
酔
も
ら
く

で
、
術
後
も
痛
く
な
く
、
入

院
日
数
も
少
な
く
（
も
ち
ろ

ん
日
帰
り
も
可
能
で
す
）
済

み
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は

非
常
に
有
用
な
治
療
法
で

す
。二

〇
〇
六
年
八
月
に
中
国

で
開
か
れ
た
第
十
一
回
中
日

大
腸
肛
門
病
学
術
交
流
会
に

参
加
し
た
日
本
の
多
く
の
有

名
な
肛
門
科
医
た
ち
は
、

「
病
理
学
的
な
考
え
方
に
基

づ
い
て
、
痔
を
治
す
主
流
は

も
は
や
従
来
の
結
紮
術
で
は

な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
聞
い
て
い
ま
す
。
本

治
療
の
施
行
可
能
な
施
設
は

内
痔
核
治
療
法
研
究
会

（w
w
w
.zin
jection

.n
et

）

に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
す
ぐ
に
分
か
る
と
思
い

ま
す
。

会員デビュー講演 
・シンポジウム　 2

第15回 

大
海
原
に
飛
び
出
し
て 

テーマ 地
域
に
根
ざ
し
た
内
科
医
で 

地
域
に
根
ざ
し
た
内
科
医
で 

は
し
も
と
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
橋
本
　
憲
三（
野
々
市
町
・
内
科
） 

こ
の
た
び
は
、
新
規
会
員
デ

ビ
ュ
ー
講
演
の
機
会
を
与
え
て

い
た
だ
き
、
保
険
医
協
会
の
皆

様
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
二
〇
〇
五
年
十
月

二
十
五
日
に
新
規
開
業
致
し
ま

し
た
。
現
在
、
三
年
目
に
入
っ

て
お
り
ま
す
。
以
前
、
金
沢
の

額
小
学
校
下
に
住
ん
で
い
た
こ

と
が
あ
り
、
縁
あ
っ
て
そ
の
近

郊
で
馴
染
み
の
あ
る
現
在
地
に

開
業
で
き
、
感
慨
深
く
思
っ
て

ま
す
。

私
は
、
能
登
半
島
の
穴
水
町

で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
海
あ

り
、
山
あ
り
で
、
自
然
に
恵
ま

れ
た
所
で
す
。

開
業
前
は
、
金
沢
大
学
医
学

部
附
属
病
院
や
、
い
く
つ
か
の

公
立
病
院
勤
務
を
経
て
、
金
沢

聖
霊
総
合
病
院
の
内
科
医
長
と

し
て
、
八
年
半
勤
務
し
て
お
り

ま
し
た
。
こ
の
際
に
、
産
婦
人

科
医
で
あ
る
院
長
の
大
下
陸
郎

先
生
に
多
岐
に
渡
る
薫
陶
を
受

け
ま
し
た
。
こ
の
間
の
臨
床
経

験
が
無
か
っ
た
ら
現
在
の
よ
う

に
開
業
は
で
き
な
か
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
、
貴

重
な
臨
床
経
験
を
積
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

開
業
の
動
機
は
、
自
分
を
含

め
家
族
の
将
来
の
こ
と
を
考
え

ま
し
た
。
体
の
元
気
な
う
ち

は
、
一
生
一
内
科
医
と
し
て
、

地
域
に
根
ざ
し
て
働
き
た
い
と

常
々
考
え
て
い
ま
し
た
。
勤
務

医
は
定
年
が
あ
り
、
私
の
世
代

は
医
師
過
剰
で
、
全
国
的
に
も

医
師
の
多
い
石
川
県
で
定
年
後

再
就
職
で
き
る
保
証
も
無
く
、

ま
た
、
ど
こ
で
勤
務
で
き
る
か

も
分
か
り
ま
せ
ん
。
家
族
と
共

有
で
き
る
時
間
も
、
地
域
に
根

ざ
し
た
方
が
よ
り
多
く
な
る
と

考
え
ま
し
た
。

家
族
・
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
で

理
念
・
方
針
を
活
か
し
た
い

地
域
の
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
と

し
て
、
気
軽
に
地
域
の
皆
様
か

ら
、
健
康
相
談
の
お
声
を
か
け

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
医
師
に

な
る
こ
と
が
理
想
と
も
考
え
て

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
の
努
力

と
し
て
は
、
開
業
前
に
内
科
専

門
医
、
消
化
器
内
視
鏡
専
門

医
、
産
業
医
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク

タ
ー
、
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
な
ど
の
専

門
資
格
を
取
得
致
し
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
に
、
予
防
医
学
か

ら
診
療
、
治
療
計
画
ま
で
的
確

な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
れ
ば
と

の
思
い
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
開
業
は

夢
・
理
想
だ
け
で
は
簡
単
に
で

き
ま
せ
ん
。
私
は
新
規
開
業
の

た
め
、
地
盤
・
看
板
も
あ
り
ま

せ
ん
。
開
業
に
は
資
金
を
要
し

ま
す
。
借
り
入
れ
が
必
要
で
、

大
き
な
リ
ス
ク
も
抱
え
込
み
ま

す
。
本
来
の
医
師
の
仕
事
と
は

異
な
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
運
営
も

こ
な
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
避

け
て
は
通
れ
な
い
現
実
で
す
。

勤
務
医
と
し
て
の
、
あ
る
程

度
保
障
さ
れ
た
生
活
を
捨
て

て
、
開
業
す
る
の
は
か
な
り
の

勇
気
・
決
断
を
要
し
ま
し
た
。

で
も
、
家
族
の
励
ま
し
も
あ

り
、
荒
波
に
向
か
っ
て
大
き
な

海
原
に
ま
さ
に
飛
び
出
た
小
さ

な
船
の
ご
と
く
、
現
在
の
よ
う

に
開
業
に
至
っ
た
わ
け
で
す
。

行
き
先
の
大
海
原
が
ど
の
よ
う

に
な
る
や
も
知
れ
ず
、
不
安
の

多
い
出
航
と
な
り
ま
し
た
。

荒
波
を
も
ろ
と
も
せ
ず
、
大

海
原
を
航
海
す
る
た
め
の
、
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
理
念
は
、
①
地
域

の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
医
療

②
地
域
の
皆
様
が
満
足
さ
れ
る

医
療
③
地
域
の
皆
様
に
ご
提
供

す
る
医
療
の
質
へ
の
向
上
心
、

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
方
針
と
し
ま
し
て
は
、

（
一
）
患
者
様
と
の
対
話
重
視

（
二
）
患
者
様
へ
の
十
分
な
説

明
（
三
）
患
者
様
に
高
度
な
医

療
の
提
供
（
四
）
地
域
に
良
質

な
医
療
の
提
供
（
五
）
地
域
の

ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
を
目
標
、
と

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
に
、
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
設
備
は
、
金
沢
市
や
野
々
市

町
の
住
民
健
診
や
が
ん
検
診
を

受
諾
可
能
な
も
の
と
し
ま
し

た
。
尿
・
血
液
検
査
、
心
電

図
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
胃
・
大
腸

カ
メ
ラ
な
ど
で
す
。
地
域
の
皆

様
の
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
ま
し

た
。ま

た
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、
電

子
カ
ル
テ
、
レ
セ
コ
ン
を
導
入

し
、
院
外
処
方
せ
ん
で
医
薬
分

業
と
致
し
ま
し
た
。
電
子
カ
ル

テ
は
、
カ
ル
テ
が
見
や
す
く
、

半
永
久
保
存
で
き
、
紙
カ
ル
テ

の
よ
う
な
保
存
ス
ペ
ー
ス
も
不

要
で
、
受
付
後
の
事
務
の
簡
略

化
、
診
療
後
の
会
計
計
算
の
時

間
短
縮
に
威
力
を
発
揮
し
て
い

ま
す
。

レ
セ
コ
ン
は
、
診
療
後
の
患

者
様
の
待
ち
時
間
の
短
縮
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。
医
薬
分
業

は
、
調
剤
薬
局
で
お
薬
の
待
ち

時
間
の
短
縮
化
、
薬
の
内
容
説

明
や
記
載
漏
れ
・
間
違
い
の
防

止
に
役
立
っ
て
ま
す
。

以
上
、
私
の
理
念
や
方
針
を

理
解
し
て
く
れ
る
家
族
、
ス
タ

ッ
フ
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
日
々

努
力
を
し
て
い
ま
す
。
大
海
原

に
飛
び
出
た
小
さ
な
船
が
安
定

航
海
と
な
る
よ
う
、
コ
ツ
コ
ツ

と
自
分
の
で
き
う
る
範
囲
で
、

地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
を
実
践

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。保

険
医
協
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
ど
う
か
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

（その51） 

痔の治療を変える 
痔核硬化療法 
斉藤　典才（金沢市・外科） 

●
●
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
●
●

患者さんに信頼される地域医療への取り組みについて講演

講師の橋本憲三先生
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大
川
　
義
弘（
金
沢
市
・
内
科
） 

リレー・エッセーリレー・エッセー

在宅
医療
在宅
医療

２５

訪
問
診
療
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
そ
の
③

訪
問
診
察
の

医
療
費
が
払
え
な
い

訪
問
診
察
に
か
か
わ
る
医
療

費
自
己
負
担
分
の
支
払
い
は
、

銀
行
振
り
込
み
で
あ
っ
た
り
、

家
族
に
よ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
窓

口
で
の
支
払
い
で
あ
っ
た
り
で

す
が
、
訪
問
診
察
時
に
請
求
書

を
渡
し
、
そ
の
場
で
集
金
し
て

く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｔ
さ
ん
夫
婦
（
Ｔ
さ
ん
は

九
十
四
歳
で
非
代
償
性
肝
硬

変
、
妻
は
心
不
全
）
に
訪
問
診

察
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
私
が

受
け
持
ち
に
な
っ
て
か
ら
、
そ

の
請
求
書
が
カ
ル
テ
に
入
っ
て

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
家

族
が
支
払
い
に
き
て
い
る
わ
け

で
も
、
銀
行
振
り
込
み
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
息
子
さ
ん
に
言
っ

て
も
ま
っ
た
く
支
払
う
気
は
な

く
、
請
求
書
が
た
ま
る
一
方

で
、
請
求
書
の
束
が
分
厚
く
な

っ
て
カ
ル
テ
に
挟
む
こ
と
も
で

き
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
カ
ル

テ
に
入
れ
な
く
な
っ
た
と
事
務

は
説
明
?!

○
○
年
の
一
月
の
訪
問
診
察

時
に
Ｔ
さ
ん
は
、
今
年
の
正
月

は
餅
も
買
え
ず
何
の
準
備
も
で

き
ず
迎
え
た
と
言
っ
て
嘆
い
て

い
ま
し
た
。

訪
問
診
察
時
に
は
、
主
訴

「
金
が
な
い
」
と
カ
ル
テ
に
書

き
た
く
な
る
ほ
ど
何
度
も
「
金

が
な
い
」
と
Ｔ
さ
ん
は
言
い
ま

す
。
本
当
に
金
が
な
い
よ
う

で
、
食
べ
る
も
の
に
も
事
欠
く

始
末
の
よ
う
で
し
た
。
処
方
箋

に
百
万
円
／
一
と
で
も
書
い
て

し
ま
お
う
か
と
冗
談
に
思
っ
た

く
ら
い
で
す
。

お
二
人
は
、
医
療
を
続
け
な

い
と
病
状
が
す
ぐ
悪
化
し
ま

す
。
こ
の
間
も
何
度
か
入
退
院

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
そ
の

こ
と
で
心
配
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
も
し
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
が
実
施
さ
れ
る

と
、
二
人
は
確
実
に
保
険
料
滞

納
と
な
り
、
す
る
と
資
格
証
明

書
発
行
の
事
態
に
な
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
（
現
在
の

制
度
で
は
七
十
五
歳
以
上
の
方

に
資
格
証
明
書
が
発
行
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
資
格

証
明
書
だ
と
、
一
時
的
に
せ
よ

医
療
費
の
全
額
を
支
払
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
Ｔ
さ
ん

に
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
す
る

と
、
医
療
機
関
が
無
料
で
診
療

を
続
け
る
か
、
ま
た
は
医
療
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
か
の
ど
ち

ら
か
に
な
り
ま
す
。
も
し
後
者

な
ら
、
命
に
か
か
わ
る
こ
と
に

な
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
ゾ
ク
ッ

と
し
た
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

      

◇

〈
注
〉
こ
の
Ｔ
さ
ん
の
状
況

の
背
景
に
つ
い
て
は
、
生
活
保

護
の
問
題
や
、
経
済
的
虐
待
の

問
題
も
あ
る
の
で
す
が
、
現
実

が
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
そ
の

点
に
は
ふ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
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『保険審査通信』
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でお知らせください。 

※保険審査通信は年に数回、会員医療機関に送付し
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保険医協会までご請求下さい。 
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能登 
　だより 
能登 
　だより 職人の町輪島 

桶本　忠司（輪島市・眼科） 

日
本
最
古
の
漆
芸
品
は

能
登
半
島
よ
り
出
土
 

「
輪
島
に
つ
い
て
何
で
も
結

構
」
と
の
依
頼
で
し
た
が
、
案

の
定
、
締
切
が
迫
っ
て
よ
う
や

く
表
題
が
決
ま
り
、
恐
れ
な
が

ら
こ
の
よ
う
な
拙
文
を
投
稿
す

る
次
第
で
す
。

私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
（
昭
和

三
十
年
代
）
の
輪
島
は
、
漆
の

に
お
い
が
絶
え
な
い
町
で
し

た
。
ほ
ん
の
数
軒
隣
に
漆
器
に

携
わ
る
家
々
が
並
び
、
漆
を
塗

る
職
人
の
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見

ら
れ
、
輪
島
塗
の
最
大
の
特
徴

で
あ
る
堅
牢
な
器
は
、
こ
の
よ

う
な
た
く
さ
ん
の
職
人
の
手
に

よ
る
も
の
で
し
た
。

そ
の
昔
、
大
勢
の
職
人
を
抱

え
、
夏
祭
り
に
大
ギ
リ
コ
を
一

軒
出
し
（
経
費
が
莫
大
）
す
る

塗
師
屋
も
あ
り
ま
し
た
が
、
近

年
は
長
引
く
不
況
の
煽
り
を
受

け
て
、
多
く
の
職
人
が
仕
事
を

離
れ
、
漆
の
に
お
い
も
消
え
て

い
く
よ
う
で
す
。

そ
こ
へ
追
い
討
ち
を
か
け
る

か
の
よ
う
に
、
能
登
半
島
地
震

が
襲
い
、
輪
島
塗
の
作
業
に
大

切
な
多
く
の
土
蔵
が
壊
れ
ま
し

た
。
現
在
、
全
国
的
な
支
援
を

受
け
て
再
建
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
土
蔵
の
復

活
同
様
、
市
民
は
漆
器
産
業
の

景
気
回
復
を
切
に
願
っ
て
い
る

昨
今
で
す
。

さ
て
、「
漆
器
」
は
英
語
で

“japan ”

と
表
記
さ
れ
、
日
本

を
代
表
す
る
工
芸
品
、
そ
し
て

文
化
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
日
本
最
古
（
縄
文
前

期
）
の
漆
芸
品
は
能
登
半
島
よ

り
出
土
し
、
以
来
、
能
登
で
は

今
日
ま
で
脈
々
と
漆
器
が
作
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
の
時
代
劇
で
お
馴
染

み
「
水
戸
黄
門
」
の
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
に
、
絶
大
な
る
効
力
を

発
揮
す
る
印
籠
が
、
恐
れ
多
く

も
輪
島
塗
と
し
て
放
映
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
輪
島
塗
が
全
国

に
名
声
を
博
す
る
の
は
十
八
世

紀
後
半
の
こ
と
で
す
。
そ
の
要

因
の
一
つ
に
、
塗
師
屋
が
自
作

自
売
の
旅
「
場
所
ま
わ
り
」
を

通
じ
て
、
全
国
の
優
れ
た
文
化

情
報
を
持
ち
帰
っ
て
塗
師
文
化

を
育
み
、
こ
れ
を
背
景
に
優
品

を
製
造
し
た
、
と
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
輪
島
独
特
の
文
芸

と
し
て
花
開
き
、
漆
塗
り
職
人

の
仕
事
場
を
中
心
に
、
幕
末
か

ら
明
治
に
か
け
て
大
流
行
し
た

短
詩
型
文
芸
が
あ
り
ま
す
。

愛
好
家
が
増
え
つ
つ
あ
る

「
段
駄
羅（
だ
ん
だ
ら
）」

「
段
駄
羅
（
だ
ん
だ
ら
）」
と

称
し
、
言
葉
の
二
重
構
造
を
楽

し
む
遊
び
で
す
。
ル
ー
ツ
は
お

そ
ら
く
江
戸
時
代
中
期
に
流
行

し
た
雑
俳
の
「
字
も
じ
り
」
で

あ
り
、
形
の
上
で
は
俳
句
や
川

柳
と
同
じ
く
五
七
五
で
す
が
、

中
の
七
音
（
中
七
）
が
二
つ
の

異
な
る
意
味
を
持
っ
て
上
の
五

音
と
下
の
五
音
に
つ
な
が
り
ま

す
。代

表
的
な
句
を
詠
み
ま
す
。

甘
党
は

　
　
　

よ
う
か
ん
が
え
て

　
　
　

置
く
碁
石（

島
谷
吾
六
）

中
七
を
平
仮
名
の
み
で
表
記

す
る
「
正
調
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
す
が
、
読
者
に
中
七
を
推

理
さ
せ
ま
す
。

次
に
中
七
を
漢
字
混
じ
り
で

表
記「
解
き
明
か
し
」し
ま
す
と
、

甘
党
は

　
　
　

羊
羹
が
得
て　

　
　
　

よ
う
考
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　

置
く
碁
石

と
な
り
、
中
七
が
同
じ
読
み

方
で
意
味
の
異
な
る
二
通
り
の

言
葉
に
分
解
さ
れ
、
中
七
が
意

表
を
つ
く
別
の
意
味
に
変
身
す

る
「
転
換
の
妙
」
を
味
わ
い
ま

す
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

輪
島
塗
は
、
座
り
手
仕
事
で

あ
っ
て
、
仕
事
中
段
駄
羅
作
り

に
頭
を
働
か
せ
る
余
裕
が
十
分

に
あ
り
、
長
時
間
の
単
調
な
作

業
で
は
、
む
し
ろ
沈
思
黙
考
し

て
作
句
に
浸
り
な
が
ら
の
方

が
、
作
業
の
能
率
が
上
が
り
、

輪
島
塗
の
仕
事
場
は
段
駄
羅
を

職
場
文
芸
と
し
て
花
開
か
せ
る

格
好
の
土
壌
で
し
た
。

高
級
塗
物
で
培
わ
れ
た
セ
ン

ス
の
良
さ
で
、
当
時
の
世
相
や

風
俗
を
諷
刺
的
に
ダ
ン
ダ
ラ
に

詠
み
、
輪
島
塗
に
携
わ
っ
た
職

人
た
ち
は
「
粋
」
な
職
人
群
団

で
も
あ
り
ま
し
た
。

時
の
流
れ
は
、
無
常
に
も
次

第
に
段
駄
羅
を
流
し
去
り
、
い

つ
し
か
塗
師
職
人
か
ら
も
忘
れ

去
ら
れ
ま
し
た
が
、
戦
後
、
幸

い
に
も
一
人
の
塗
師
職
人
が
段

駄
羅
を
蘇
ら
せ
、
最
近
で
は
、

ダ
ン
ダ
ラ
は
地
域
文
化
の
掘
り

起
こ
し
と
、
生
涯
学
習
の
強
力

な
武
器
と
し
て
の
存
在
価
値
が

衆
目
を
奪
い
、
か
つ
て
の
職
人

世
界
か
ら
足
場
を
広
げ
、
市
内

外
で
愛
好
家
が
増
え
つ
つ
あ
り

ま
す
。

輪
島
塗
、
土
蔵
、
段
駄
羅

は
、
輪
島
の
財
産
で
あ
り
、
そ

れ
を
支
え
て
き
た
の
は
職
人
で

し
た
。

朝
市
で
知
ら
れ
る
観
光
都
市

輪
島
で
す
が
、
過
去
に
は
人
口

の
半
数
が
漆
器
作
り
に
か
か
わ

る
『
職
人
の
町
輪
島
』
で
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
年

頭
に
あ
た
り
皆
様
方
の
ご
健
勝

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

◇

【
参
考
文
献
】

『
不
思
議
な
日
本
語

段
駄

羅
』
木
村

功　

踏
青
社　

二

〇
〇
三
年

『
図
説

輪
島
の
歴
史
』　

輪

島
市
役
所
発
行　

二
〇
〇
三
年

塗師屋（戦前）に訪れたお得意さんのために下地塗作業を見せている職人
（社）輪島青年会議所刊「写真集輪島百年　追憶の構図」より
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い
じ
め
調
査
 

い
じ
め
調
査
 

二
〇
〇
六
年
度
 全
国
で
十
二
万
件
超
 

Q＆A
Q＆A

【
Ｑ
】
文
部
科
学
省
に

よ
る
と
、
二
〇
〇
六
年
度

に
全
国
の
小
中
高
校
で
あ

っ
た
い
じ
め
が
、
約
十
二

万
五
千
件
で
、
前
年
度
か

ら
約
六
・
二
倍
に
増
え
た

ら
し
い
で
す
ね
。 

【
Ａ
】
文
部
科
学
省
が

十
一
月
中
旬
に
発
表
し
た

「
問
題
行
動
」
に
つ
い
て

の
調
査
結
果
で
す
。 

「（
こ
ど
も
自
身
が
）
精

神
的
な
苦
痛
を
感
じ
て
い

る
」
こ
と
と
、
い
じ
め
の

定
義
を
変
え
て
調
査
を
し

ま
し
た
。
こ
れ
が
件
数
急

増
の
要
因
と
み
ら
れ
ま
す
。 

【
Ｑ
】
な
る
ほ
ど
。 

【
Ａ
】
こ
れ
ま
で
学
校

や
教
育
委
員
会
に
「
い
じ

め
が
あ
る
学
校
は
い
け
な

い
」
と
い
う
姿
勢
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
「
い
じ

め
隠
し
」
と
な
り
、
い
ま

ま
で
実
態
か
ら
か
け
離
れ

た
数
字
し
か
出
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
。 

【
Ｑ
】
今
回

の
数
字
は
か
な

り
実
態
に
即
し

て
い
る
と
い
え

る
の
で
す
ね
。 

【
Ａ
】
最
近

の
い
じ
め
は
陰

湿
化
し
、
メ
ー

ル
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ

た
い
じ
め
が
急
増
し
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
本
当

は
も
っ
と
多
い
と
思
い
ま

す
。
ク
ラ
ス
単
位
で
裏
サ

イ
ト
を
つ
く
っ
て
特
定
の

子
ど
も
を
中
傷
し
た
り
、

本
人
が
苦
痛
に
感
じ
る
画

像
を
ば
ら
ま
い
た
り
、
本

人
に
な
り
す
ま
し
て
「
援

助
交
際
」
を
募
っ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
る
と
い
い
ま

す
。 

【
Ｑ
】
い
じ
め
を
な
く

す
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
。 

【
Ａ
】
ま
ず
、
実
態
を

把
握
す
る
た
め
に
、
子
ど

も
自
身
に
調
査
す
る
こ
と

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
い
じ

め
を
見
つ
け
て
的
確
に
対

処
す
る
た
め
に
は
、
教
師

が
も
っ
と
子
ど
も
と
接
す

る
時
間
を
つ
く
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
教
師
の
数
を
増
や
さ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

【
連
合
通
信
】 

※※行間20Qは変えない※※ 

教
師
に
も
っ
と
時
間
を 

○テーマ

喜多　徹（野々市町・内科）

自民民主の大連立。昨年秋に襲った政界の嵐には、一般国民も驚いた。

この裏で動いたのが、讀賣新聞主筆　渡邉恒雄氏通称「ナベツネ」。彼自

身はこのことを悔やんだり反省はしていない。むしろ、当然やるべきこと

をやったとの態度である。

今回は、新聞記者にして、政治仲介人、「渡邉恒雄」の生き様、メディ

アとの関係を論じてみる。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●【読んだ本】● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

今回取り上げるのは、讀賣新聞主筆　渡邉恒雄氏の自伝、評伝である。

魚住氏の著作は単行本として 2000 年が初版、3年後、巻末にスポーツライ

ター玉城正之氏との対談を追加した文庫本である。

2冊目は渡邉の自伝であるが、一昨年 12 月、日本経済新聞の名物コラム

「私の履歴書」に掲載されたものに加筆して昨年 11 月に出版されたもので、

タイトルの君命とは「天皇」のこと。最高の命令でも、状況により無視し

てよいとの故事より取ったものである。

今回、取りあげるにあたり、渡邉自身の足跡そのものの事実関係はオー

バーラップが多く、両書合わせて節目の出来事を簡単に紹介し、後で二冊

を比較し論じてみたい。

渡邉の父親は銀行員で早死にしたが、経済的には裕福であり、母の手で

育てられた。学歴は旧制の開成中学から、4年修了で東京高校、東京帝国

大学文学部哲学科卒となっているが、中学受験の時、府立一中などに落ち、

第 4志望の開成中学にやっと受かったと言う。そのことを母が「ああ情け

ない」と親戚の前でめそめそ泣いたと事実を紹介している。これが強烈な

コンプレックスとなって心に刻まれたのだろう。中高時代は配属将校にに

らまれたり、寮祭で気の食わぬ教師を殴ったり、退学・放校の危機を何度

か経験している。

大学時代は、共産党員となり東大細胞として活躍するも、カントの主体

性論を信奉する渡邉が唯物論との矛盾を感じ、共産党中央との衝突、後輩

との権力闘争に敗れ、転向。卒後就職するにあたり、朝日や毎日より出世

しやすいとの理由で、讀賣新聞社に入社となる。

入社後は当時の花形「社会部」より「政治部指向」を早くから鮮明にし、

当時の自由党幹部大野伴睦の番記者に深く入り込み、私設秘書のような役

割を演じ、ライバル記者を抜く数々の特ダネを取る。

大野伴睦を手始めに、中曽根康弘、政界のフィクサー児玉誉士夫などに

深い人間関係を構築。日韓条約、自民党総裁選、さらに最近では自公連立、

自自公連立などの影の立役者として振る舞う。

一方、讀賣新聞社内では、務台光雄など経営トップに深く食い込み、最

終的に社長の座を手にする。この間の讀賣新聞社内での権力闘争は、文字

どおり、恐怖・猜疑・嫉妬・恐喝・謀略・錯乱・中傷・反目・罵倒・左

遷・謀反・下克上・・・と、勝てば官軍、手段を選ばず、良心、同情心も

捨て、トップへ駆け上がっている、反吐がでるようなマキャベリ的な生き

方であり、自伝においても隠さずあっけらかんに書いているのは驚異的で

もある。

いくつか両書には見解の相違はあるが、一つ紹介すると、社長就任後、

大阪読売に黒田清社会部長（故人）がいた。彼は大阪は大阪で独自の紙面

を作ればよいとの信念で、読者との対話を元に、話しを進めるコラム「窓」

などを企画し、部落問題や障害者問題に直面する読者の手紙を紹介した紙

面作りをして読者の評価を得たが、讀賣本社の渡邉の基本方針とそりが合

わず、結局退社に追い込まれる。この顛末について、魚住は明らかに渡邉

の圧力があったと断言しているが、渡邉の書では、「わたしが人事に介入

できる余地はない」と圧力を否定している。どっちが正しいか、明々白々

であるが。後年黒田の後輩で一緒に大阪読売を辞めた大谷昭宏は、「目の

上のたんこぶ」と言う言葉があるが、渡邉のやり方は「目の下のたんこぶ」

をつぶすやり方だと批判している。

2冊を読み終えて正直とても爽やかな気分とはなれない。渡邉の生き様

を紹介する部分は、前述のとおり両書に矛盾しない記載が多い。

しかし結論の部分は違う。自伝で渡邉は言う。「今、病妻と一人息子夫

婦、孫娘とに囲まれ幸福に満たされている」と。この書はサクセスストー

リーであり、「俺は堂々と男の闘いに勝って来たんだ。文句あっか」との

開き直りである。

一方魚住の書は、渡邉の考え方、讀賣新聞における彼の現在の立場に大

きな危機感を訴えている。魚住は「かつて誰より自由を愛した哲学青年は、

今や国家の論理をふりかざして、記者たちの言論の自由を脅かす巨大な権

力者に変身した」と指摘する。

さらに讀賣社内からも、他のメディアからも、勇気ある渡邉批判が出な

いのは、日本のジャーナリズムの腐敗・堕落であり、戦後民主主義の破壊

であるという魚住の思いに共感するものである。

かつては讀賣新聞は、「保守であってもリベラル」な論調と言われた。

渡邉氏が作り出した今の体制については、読者側のわれわれは、強い警戒

感を持ち、おかしいことはおかしいと堂々と主張していかなければならな

いと思う。新聞は一方的な編集者の主張の押し売りであってはならないは

ずである。

②君命も受けざる所あり
－渡邉恒雄　私の履歴書－

●著者：渡邉恒雄
●出版：日本経済新聞出版社

①渡邉恒雄　メディアと権力
●著者：魚住　昭
●出版：講談社文庫
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¡矢間　秀樹（輪島市・矢間デンタルクリニック院長） 

¡山形　克己（金沢市・歯科技工士） 

¡斉藤　典才（編集部／金沢市・城北病院外科部長） 

¡平田　米里（副会長／野々市町・平田歯科医院） 

¡小島　　登（理事／内灘町・小島歯科医院） 

原稿まとめ 

司　　会 

座談会出席者（順不同） 

患者さんと歯科医の権利を守るため、 
歯科に起きている悪循環を断ち切ろう 
患者さんと歯科医の権利を守るため、 
歯科に起きている悪循環を断ち切ろう 

座
談
会 

歯
科
が
危
な
い
！ 

歯
科
が
危
な
い
！ 

歯
科
が
危
な
い
！ 

〜
歯
科
医
療
危
機
の 

　
　
打
開
と
展
望
を
探
る
〜 

〜
歯
科
医
療
危
機
の 

　
　
打
開
と
展
望
を
探
る
〜 

開催趣旨  

歯
科
経
営
の
困
窮
が
 

歯
科
医
療
の
質
に
悪
影
響
 

【
司
会
（
小
島
）】「
歯
科
が
危

な
い　

〜
歯
科
医
療
危
機
の
打

開
と
展
望
を
探
る
〜
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
、
座
談
会
を
始
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
自
己
紹
介
で
す
が
、

私
は
内
灘
町
で
歯
科
を
開
業
し

て
い
ま
す
小
島
で
す
。
ご
協
力

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
矢
間
】
輪
島
市
で
開
業
し
て

い
る
矢
間
秀
樹
で
す
。
卒
業

後
、
四
年
ほ
ど
長
崎
に
い
て
、

十
七
年
前
に
輪
島
に
帰
っ
て
き

ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
斉
藤
】
私
は
城
北
病
院
で
外

科
医
を
し
て
い
ま
す
。
医
科
で

も
、
医
師
不
足
、
勤
務
環
境
の

悪
化
な
ど
多
く
の
問
題
が
あ

り
、
今
日
は
医
科
の
立
場
か
ら

発
言
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

【
山
形
】
山
形
克
己
と
申
し
ま

す
。
歯
科
技
工
所
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
今
日
は
、
歯
科
医
療

従
事
者
の
一
員
と
し
て
の
立

場
、
ま
た
経
営
者
と
し
て
の
立

場
か
ら
、
少
し
発
言
で
き
れ
ば

と
思
い
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
平
田
】
地
政
学
的
に
は
能
登

の
中
心
に
位
置
す
る
と
こ
ろ

（
能
登
島
）
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

【
司
会
】
そ
れ
で
は
、
こ
の
座

談
会
の
趣
旨
説
明
を
平
田
先
生

か
ら
。

【
平
田
】
歯
科
の
診
療
報
酬
は

国
民
皆
保
険
制
度
の
発
足
当
時

か
ら
、
不
足
分
は
差
額
徴
収
や

自
費
で
補
い
な
さ
い
と
い
う
厚

労
省
の
指
導
も
あ
っ
て
、
も
と

も
と
低
く
設
定
さ
れ
て
き
た
経

緯
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
小
泉

政
権
の
骨
太
方
針
に
よ
る
、
毎

年
二
千
二
百
億
円
の
マ
イ
ナ
ス

シ
ー
リ
ン
グ
が
打
ち
出
さ
れ

て
、
悪
化
に
ま
す
ま
す
拍
車
が

か
か
り
ま
し
た
。

特
に
、
厳
し
い
改
定
が
あ
っ

た
平
成
十
八
年
度
で
は
、
総
医

療
費
が
対
前
年
比
で
一
千
二
百

億
円
減
少
し
た
の
で
す
が
、
そ

の
う
ち
、
歯
科
だ
け
で
七
百
億

円
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
た
と
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
国
民
医
療
費
の

わ
ず
か
七
・
七
％
し
か
占
め
て

い
な
い
歯
科
界
が
全
体
の
六
割

の
マ
イ
ナ
ス
を
占
め
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
い
か
に
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
負
っ
た
か
が
分
か
る

と
思
い
ま
す
。

一
方
、
医
科
に
お
い
て
は
、

医
療
の
地
域
格
差
と
か
、
地
方

病
院
に
お
け
る
小
児
科
や
、
産

科
の
閉
鎖
と
か
、
ま
た
は
非
常

に
過
酷
な
勤
務
医
の
実
態
、
ま

た
看
護
師
の
不
足
な
ど
が
マ
ス

コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
社
会

問
題
化
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
歯
科
の
問
題
と
い

う
の
は
、
ま
っ
た
く
と
言
っ
て

い
い
ほ
ど
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
歯
科
医

師
過
剰
時
代
で
す
か
ら
、
歯
科

医
が
足
り
な
い
と
い
う
国
民
の

声
が
な
い
の
は
当
然
と
し
て

も
、
経
営
の
危
機
に
由
来
す

る
、
歯
科
医
療
の
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
派
生
し
て
い
る
こ
と

が
、
ま
っ
た
く
話
題
に
な
ら
な

い
こ
と
に
危
機
感
を
持
っ
て
い

ま
す
。

実
際
に
、
歯
科
の
困
窮
が
医

療
の
質
に
悪
影
響
を
与
え
て
い

【
司
会
】
そ
れ
で
は
、
ま
ず
矢

間
先
生
か
ら
。
現
場
の
困
窮
し

て
い
る
実
態
な
ど
を
お
話
し
く

だ
さ
い
。

【
矢
間
】
当
院
の
来
院
患
者
数

や
売
り
上
げ
を
調
べ
て
み
ま
し

た
と
こ
ろ
、
人
数
は
そ
れ
ほ
ど

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
総
保

険
点
数
は
徐
々
に
下
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
二

〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
に

か
け
て
、
毎
年
数
パ
ー
セ
ン
ト

の
減
少
で
、
そ
の
結
果
、
約
一

千
万
円
の
減
収
と
な
っ
て
い
ま

す
。
収
入
が
減
少
す
る
と
一
番

問
題
に
な
る
の
は
人
件
費
で
す

ね
。
良
い
治
療
を
提
供
す
る
た

め
に
、
衛
生
士
を
雇
い
、
患
者

さ
ん
に
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け

た
い
な
ど
の
意
図
は
あ
る
の
で

す
が
、
そ
れ
に
対
す
る
対
価
が

少
な
い
の
で
思
う
よ
う
に
で
き

ま
せ
ん
。
結
局
、
従
業
員
に
申

し
訳
な
い
が
、
こ
こ
数
年
は
昇

給
は
な
し
で
し
た
。
開
業
当
時

毎
年
進
む
収
入
減
で
 

人
件
費
確
保
も
難
し
く
 

る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
座
談
会
で
は
、
妥
当
性

の
欠
如
し
た
国
の
歯
科
医
療
政

策
に
よ
っ
て
、
い
か
に
歯
科
医

療
が
困
窮
し
て
い
る
の
か
を
、

公
表
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
き
、

ま
た
、
現
場
か
ら
声
を
上
げ
る

こ
と
で
世
に
訴
え
る
と
共
に
、

ど
う
す
れ
ば
歯
科
会
員
の
経
営

を
守
り
、
良
質
の
歯
科
医
療
を

国
民
に
提
供
で
き
る
か
に
つ
い

て
、
何
か
の
解
決
策
、
ま
た
は

ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
れ
ば
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

今、メディアによって「医療崩壊」が連日のように報道されて

おり、国民の中にも、かつてない危機感が生じ始めている。

今日の医療荒廃は、小泉内閣の構造改革によって一層深刻化し

てきた。公的保険の範囲縮小、医療費の削減、患者負担増および

受診抑制政策などにより、「いつでも、どこでも、誰もが、必要

な医療を受けられる」という日本の優れた皆保険制度は、すでに

空洞化し、「医療難民」が現実化している。

社会保障制度は、憲法第25条の理念を具現化したものであ

り、医療保険制度は、国民にとって社会保障としての医療を受け

る権利と給付内容を規定するものである。この医療保険制度を支

える医療従事者の人件費や設備更新に必要な経営原資となるの

が、診療報酬である。この診療報酬を安易に引き下げれば、医療

は根幹から崩壊することは自明であり、医療を立て直すために

は、まず診療報酬の引き上げから始めなければならないことはき

わめて当然のことである。

とりわけ、歯科における診療報酬は、経営の存続すらままなら

ずに閉院に追い込まれるほど疲弊しており、スタッフの低賃金、

歯科技工士などの長時間労働はすでに限度を超えている。現状

は、専門性に見合った対価が保障されていないばかりか、生活困

難にさえ陥っている。

この歯科における悪循環を打開することは、医科にも共通する

ものであり、国民すべての課題と言っても過言ではない。

にもかかわらず、われわれ歯科医師、国民との間で、協調の取

れた運動がなされてこなかったことも事実である。

われわれ歯科関係者は、いまこそ、これらの困難に立ち向か

い、国民と共に危機を打開し、展望を共有すべきである。

◆ 矢間　秀樹 ◆
矢間デンタルクリニック院長

（
十
面
に
つ
づ
く
）
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保険医として将来に希望が持てない歯科医
7割の歯科開業医が保険医としての将来展望に希望を持てない 
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（出所）全国保険医団体連合会第16回医療研究集会共同調査「医者の思い、患者の思い
医療意識調査」（2001年） 

7割の歯科保険医が将来展望をもてないと回
答しています。また後述するように診療所に勤
務する歯科衛生士の2割弱が仕事にやりがい
を感じない、また5割近くの歯科技工士（勤
務者）が離業を考えているというように、歯科

医療従事者の全職種が将来不安を抱いています。
多くの患者が強く希望する「保険でよい歯科医
療」の実現のためにも、歯科医療従事者の不安
を払拭し、やりがいのもてる環境をつくること
が求められています。 
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ま
す
ま
す
3
K
に
 

歯
科
技
工
士
の
職
場
 

は
本
当
に
毎
年
一
万
円
ず
つ
昇

給
し
て
い
っ
た
の
で
す

が
・
・
・
。
ま
た
、
技
工
士
さ

ん
が
結
婚
し
子
ど
も
が
で
き
た

の
に
、
な
か
な
か
家
族
手
当
が

支
給
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
女

性
の
場
合
は
結
婚
し
た
ら
出
産

退
職
の
心
配
が
あ
る
し
、
長
く

居
れ
ば
い
た
で
退
職
金
の
心
配

も
あ
る
。
ス
タ
ッ
フ
の
安
定
し

た
雇
用
確
保
は
な
に
か
と
大
変

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

【
司
会
】
そ
の
う
ち
子
ど
も
が

大
学
に
行
く
よ
う
に
な
る
と
、

ま
た
お
金
が
か
か
る
。

【
矢
間
】
そ
う
、
そ
こ
が
ま
た

大
変
で
す
。
そ
れ
に
、
い
ろ
い

ろ
な
設
備
投
資
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
に
、
そ
れ
に
伴
う

収
入
が
無
い
の
で
大
変
で
す
。

金
沢
で
は
、
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

【
司
会
】
金
沢
周
辺
だ
と
、
患

者
さ
ん
の
数
は
減
っ
て
い
ま

す
。
人
口
が
二
万
人
の
内
灘
町

で
、
僕
が
開
業
し
た
と
き
は
二

軒
し
か
な
か
っ
た
の
に
、
今
は

八
軒
に
な
り
ま
し
た
。

【
矢
間
】
輪
島
で
も
、
私
の
後

か
ら
、
少
な
く
と
も
五
軒
は
開

業
し
た
と
思
い
ま
す
。

【
司
会
】
厳
し
い
現
状
は
伝
わ

っ
て
き
ま
す
ね
。
今
度
は
、
技

工
士
さ
ん
か
ら
の
声
を
少
し
聞

い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
山
形
】
歯
科
技
工
士
に
関
し

て
は
、
ど
う
し
て
も
労
働
時
間

が
長
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
事
前
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
冊

子
に
も
あ
る
よ
う
に
、
週

七
十
六
時
間
を
超
え
て
い
て
、

週
五
日
と
す
れ
ば
十
五
時
間
以

上
の
労
働
時
間
で
す
ね
。
今
、

私
の
技
工
所
で
は
妻
と
私
の
ほ

か
に
七
人
い
て
、
土
曜
日
は
休

む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

歯
科
の
先
生
方
は
土
日
休
診
で

は
な
い
の
で
、
ど
う
し
て
も
し

わ
寄
せ
が
来
ま
す
。
九
時
か
ら

十
五
時
間
と
い
う
こ
と
は
夜
中

の
十
二
時
で
す
が
、
実
際
に
は

波
が
あ
り
、
深
夜
一
時
二
時
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

で
も
出
勤
は
必
ず
朝
の
九
時
で

す
。
従
業
員
に
は
本
当
に
申
し

わ
け
な
い
な
と
常
に
思
っ
て
い

ま
す
。

そ
れ
と
待
遇
で
す
。
当
初
、

私
一
人
だ
っ
た
の
で
す
が
、
途

中
で
何
人
か
増
や
し
た
と
き
に

は
、
長
時
間
の
労
働
に
対
し

て
、
多
少
多
め
の
報
酬
を
与
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
が
責

め
を
逃
れ
る
と
い
う
気
持
ち
が

働
き
、
開
業
し
て
か
ら
の
何
年

間
は
あ
る
種
の
放
漫
経
営
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
借
金

が
今
も
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま

す
ね
。
当
然
、
矢
間
先
生
お
っ

し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
家
族
手
当

な
ど
が
十
分
に
払
え
な
い
の
は

同
じ
で
す
。
そ
れ
と
今
の
厳
し

い
状
況
で
は
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ

が
長
続
き
し
な
い
し
、
技
工
士

に
な
り
た
い
若
者
が
本
当
に
少

な
い
で
す
ね
。

三
十
年
前
、
僕
ら
の
時
代
に

は
、
あ
る
程
度
の
志
が
あ
っ

た
。
専
門
学
校
の
入
学
試
験
で

も
、
定
員
三
十
人
に
対
し
て
百

人
ぐ
ら
い
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
か
ら
ね
。
今
は
も
う
技
工
士

学
校
に
入
る
若
者
は
ど
ん
ど
ん

ど
ん
ど
ん
減
る
一
方
で
す
。
去

年
で
す
か
、
福
井
県
の
技
工
士

学
校
が
廃
校
に
な
り
ま
し
た
。

石
川
県
も
去
年
、
入
学
者
数
が

一
桁
に
な
り
ま
し
た
ね
。

【
矢
間
】
数
年
前
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

【
平
田
】
確
か
に
、
歯
科
医
も

歯
科
技
工
士
も
困
窮
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
は
国
民
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
ア
ピ
ー
ル
を
し
た

ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
最
近

で
は
、
以
前
は
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
よ
う
な
、
技
工
物
を
外
国

に
発
注
す
る
と
い
う
よ
う
な
事

態
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
が
。

【
山
形
】
私
た
ち
の
と
こ
ろ
に

海
外
委
託
シ
ス
テ
ム
の
案
内
な

ど
と
い
う
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

が
来
て
、
代
理
店
に
誘
う
わ
け

で
す
。
た
い
て
い
、
台
湾
と
中

国
の
会
社
で
す
が
、
歯
科
医
師

の
先
生
の
裁
量
で
、
患
者
さ
ん

に
、
海
外
委
託
を
説
明
す
る
こ

と
で
、
合
法
だ
と
主
張
し
て
い

ま
す
。
今
は
、
当
初
の
よ
う
に

は
で
き
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す

が
、
抜
け
道
が
あ
る
み
た
い
で

す
。

【
平
田
】
そ
の
辺
が
、
新
自
由

主
義
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響

が
現
れ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。
農
作
物
で
も
、
安
い
も
の

が
外
国
に
あ
る
な
ら
ば
輸
入
し

な
さ
い
。
日
本
の
農
家
が
困
っ

て
も
仕
方
が
な
い
。
生
き
残
れ

る
人
だ
け
生
き
残
り
な
さ
い
と

い
う
政
府
方
針
の
矛
先
が
、
わ

れ
わ
れ
歯
科
に
も
来
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
農
作
物
な
ど
は
良

い
も
の
を
作
る
こ
と
で
高
く
売

れ
る
が
、
歯
科
は
診
療
報
酬
の

制
約
が
あ
る
か
ら
、
ど
れ
だ
け

時
間
を
か
け
、
質
を
上
げ
て
も

医
療
ま
で
使
い
捨
て
る
 

新
自
由
主
義
学
者
た
ち
 

で
見
た
こ
と
あ
り
ま
す
ね
。
歯

科
技
工
士
の
寿
命
が
短
い
。
目

に
障
害
が
起
き
や
す
い
。
粉
塵

の
中
で
の
作
業
で
は
誰
が
見
て

も
悪
い
イ
メ
ー
ジ
し
か
持
ち
ま

せ
ん
よ
ね
。

【
山
形
】
３
Ｋ
（
き
つ
い
、
汚

い
、
危
険
）
に
入
っ
て
い
ま
す

ね
。
職
場
の
環
境
が
非
常
に
悪

い
の
で
、
健
康
に
対
し
て
は
、

み
ん
な
非
常
に
不
安
を
持
っ
て

い
ま
す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
し

て
も
、
恒
常
的
に
平
気
で
触
っ

て
い
ま
し
た
ね
。
日
本
歯
科
技

工
士
会
が
会
報
で
物
故
者
の
名

前
を
毎
月
出
す
の
で
す
が
、

五
十
歳
代
、
六
十
歳
代
が
ほ
と

ん
ど
で
す
ね
。

【
平
田
】
加
え
て
、
労
働
環
境

が
劣
悪
な
の
に
、
そ
れ
に
対
す

る
見
返
り
が
な
い
で
す
ね
。

【
山
形
】
十
六
年
前
の
料
金
表

を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
ま
す
。

平
成
三
年
の
と
き
に
つ
く
っ
た

料
金
表
を
そ
の
ま
ま
で
す
。
そ

こ
か
ら
さ
ら
に
価
格
が
下
が
っ

て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

【
矢
間
】
わ
れ
わ
れ
の
診
療
報

酬
も
下
が
っ
て
い
ま
す
か
ら

ね
。
だ
か
ら
逆
に
上
げ
ら
れ
る

と
こ
っ
ち
も
困
り
ま
す
ね
。

ュ
ー
バ
な
ん
で
す
が
、
ア
メ
リ

カ
以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
国
は
、

医
療
は
患
者
さ
ん
が
お
金
を
払

っ
て
い
ま
せ
ん
。
多
少
の
違
い

は
あ
っ
て
も
、
健
康
に
関
す
る

も
の
は
国
が
責
任
を
持
つ
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。

医
科
も
歯
科
も
同
じ
で
す

が
、
医
療
と
い
う
の
は
新
自
由

主
義
の
考
え
に
そ
ぐ
わ
な
い
領

域
な
の
で
、
今
の
方
針
を
改
め

て
ほ
し
い
と
、
政
治
家
、
官
僚

に
言
い
た
い
で
す
ね
。

【
平
田
】
同
感
で
す
。
歯
科
界

も
き
ち
ん
と
国
民
や
国
に
主
張

す
る
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
斉
藤
先
生
、
患

者
さ
ん
か
ら
は
歯
科
の
こ
と
は

ど
う
見
え
ま
す
か
。

【
斉
藤
】
皆
さ
ん
、
映
画
の

『
シ
ッ
コ
』
見
ら
れ
ま
し
た
？

舞
台
は
日
本
で
は
な
い
の
で
す

が
、
ア
メ
リ
カ
が
出
て
、
次
に

カ
ナ
ダ
に
な
っ
て
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
最
後
キ

医
療
保
険
制
度
の
不
備
で
 

現
場
の
診
療
体
制
が
混
乱
 

価
格
に
は
反
映
し
な
い
。
困
窮

す
る
の
は
当
然
で
す
。

か
と
い
っ
て
、
保
険
か
ら
自

費
に
す
れ
ば
、
患
者
さ
ん
が
認

め
な
い
だ
ろ
う
し
、
そ
の
方
向

は
保
険
医
協
会
の
立
場
と
も
違

う
。
保
険
診
療
の
中
で
あ
る
程

度
の
レ
ベ
ル
を
確
保
し
、
そ
れ

を
国
民
に
提
供
で
き
る
体
制
を

確
保
し
て
い
な
い
限
り
は
、
自

費
診
療
を
前
面
に
押
し
出
す
よ

う
な
こ
と
は
、
平
均
的
な
国
民

か
ら
は
容
認
さ
れ
な
い
と
思

う
。新

自
由
主
義
を
標
榜
す
る
よ

う
な
経
済
学
者
の
主
張
は
、
医

療
と
工
業
、
農
業
み
た
い
な
も

の
を
一
緒
に
し
て
い
る
こ
と
が

問
題
だ
と
い
う
こ
と
を
、
国
民

に
伝
え
な
い
と
い
け
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
。

ど
う
で
す
か
。

◆ 斉藤　典才 ◆
城北病院外科部長

◆ 山形　克己 ◆
歯科技工士

（
九
面
の
つ
づ
き
）

（
十
一
面
に
つ
づ
く
）
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黙
っ
て
み
て
る
だ
け
で
は
 

歯
科
倒
産
へ
の
拍
車
必
至
 

【
斉
藤
】
正
し
い
か
ど
う
か
分

か
ら
な
い
の
で
す
が
、
や
っ
ぱ

り
医
科
と
い
う
の
は
直
接
命
に

か
か
わ
っ
て
く
る
が
、
歯
科
は

そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
と
国
民
は

思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。そ

れ
に
、
道
を
歩
い
て
い
る

と
歯
科
医
院
さ
ん
っ
て
結
構
た

く
さ
ん
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
経
営
状
況
に
し
て
も
、

『
週
刊
東
洋
経
済
』
な
ど
の
雑

誌
に
出
て
い
ま
す
が
、
一
般
の

人
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
十
分
な
認
識
が
国
民

に
は
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。。

【
司
会
】
ア
ピ
ー
ル
を
も
っ
と

す
べ
き
で
す
。
本
当
は
こ
う
な

っ
て
い
て
、
こ
の
状
況
で
は
先

行
投
資
も
で
き
な
い
し
、
ス
タ

ッ
フ
も
集
ま
ら
な
い
。
ど
ん
ど

ん
縮
小
傾
向
、
悪
循
環
に
陥
っ

て
い
る
と
。

【
平
田
】
こ
れ
は
私
の
持
論
で

す
が
、
農
業
が
困
窮
を
き
た
し

て
い
る
ほ
か
、
土
木
、
建
築
、

製
造
業
で
も
中
小
企
業
が
数
多

く
倒
産
し
て
い
る
の
に
、
ど
う

し
て
歯
科
医
院
は
例
外
で
、
救

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
。
そ
の
根
拠
が
弱
い
と
感
じ

ま
す
。
自
分
ら
が
困
っ
て
い
る

と
い
う
だ
け
で
は
、
国
民
が
改

善
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
方
向
に

動
か
な
い
と
思
う
。

歯
科
が
困
っ
た
結
果
、
ど
の

よ
う
な
悪
影
響
が
国
民
に
及
ん

で
い
る
の
か
を
き
ち
っ
と
デ
ー

タ
で
言
わ
な
い
限
り
は
、
世
論

形
成
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と

思
う
の
で
す
。
そ
し
て
、
デ
ー

タ
を
集
め
る
シ
ス
テ
ム
が
、
歯

科
界
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
が

膠
着
を
招
い
て
い
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

【
斉
藤
】
そ
れ
は
世
界
と
の
比

較
と
か
で
言
え
な
い
ん
で
し
ょ

う
か
。
国
民
の
有
病
率
と
か
、

そ
う
い
う
の
は
何
と
か
調
べ
た

ら
出
せ
る
と
思
い
ま
す
が
。

【
平
田
】
歯
科
疾
患
実
態
調
査

は
五
〜
六
年
に
一
回
し
か
実
施

さ
れ
な
い
し
、
前
回
の
改
悪
の

後
、
一
年
半
の
経
過
で
は
、
ま

だ
デ
ー
タ
ら
し
い
も
の
が
な

く
、
出
て
く
る
ま
で
待
っ
て
い

る
間
に
、
わ
れ
わ
れ
は
倒
産
し

て
し
ま
い
ま
す
。
現
実
に
は
、

医
療
保
険
制
度
が
や
た
ら
変
更

ば
か
り
さ
れ
て
、
一
貫
し
た
方

針
が
な
い
の
で
、
現
場
の
診
療

シ
ス
テ
ム
に
一
貫
性
が
も
て
な

く
て
、
現
場
は
右
往
左
往
し
て

い
ま
す
。
早
く
、
責
任
あ
る
機

関
が
長
期
の
視
点
に
立
っ
て
、

こ
う
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
ビ
ジ

ョ
ン
を
打
ち
出
し
て
、
簡
単
に

変
更
し
な
い
で
ほ
し
い
。

【
司
会
】
下
手
し
た
ら
・
・
・

じ
ゃ
な
く
て
、
も
う
大
分
前
か

ら
そ
う
で
す
。
偏
差
値
ば
か
り

か
、
報
酬
も
低
下
し
て
い
ま

す
。
歯
科
の
場
合
、
研
修
医
の

収
入
は
月
に
八
万
円
か
ら
で

す
。

【
斉
藤
】
医
科
の
場
合
は
、
二

年
の
研
修
中
は
、
い
わ
ゆ
る
最

低
生
活
で
き
る
よ
う
な
保
障
と

い
い
ま
す
か
、
三
十
万
円
前
後

は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
医
科

は
、
卒
後
臨
床
研
修
制
度
が
義

務
化
さ
れ
た
と
き
、
給
料
の
保

証
も
国
が
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

【
平
田
】
役
人
は
、
歯
医
者
が

子
弟
を
私
学
の
歯
学
部
に
入
学

さ
せ
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
ま
だ

余
裕
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
ら

し
い
の
で
す
が
。

【
山
形
】
確
か
に
あ
り
ま
す
ね
。

国
も
そ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
国

民
の
目
も
同
じ
だ
と
思
い
ま

す
。

【
平
田
】
そ
れ
が
急
に
経
営
が

心
の
余
裕
も
な
く
な
り
 

患
者
さ
ん
に
し
わ
寄
せ
が
 

【
斉
藤
】
今
、
医
科
で
は
本
田

宏
先
生
と
い
う
、
埼
玉
県
の
済

生
会
病
院
で
副
院
長
な
の
で
す

が
、
十
年
ほ
ど
前
か
ら
医
師
不

足
の
運
動
を
始
め
ら
れ
て
、
毎

週
の
よ
う
に
全
国
を
飛
び
回
っ

て
運
動
、
講
演
を
し
て
い
る
人

が
い
る
の
で
す
が
、
来
年
度
の

医
師
、
医
学
部
定
員
が
二
百
何

十
人
増
え
る
ん
で
す
。
そ
れ
で

医
師
不
足
は
解
消
さ
れ
な
い
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
彼
の
動
き
が

か
な
り
影
響
し
た
結
果
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

【
平
田
】
そ
う
い
う
人
物
が
歯

科
界
か
ら
も
出
て
き
て
、
長
期

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
て
ほ

し
い
ね
。
今
の
ま
ま
で
は
、
多

く
の
歯
科
医
院
が
潰
れ
て
い
く

の
を
た
だ
待
っ
て
い
る
だ
け
で

す
ね
。
技
工
士
さ
ん
も
同
じ
か

な
。

【
山
形
】
そ
う
で
す
ね
。
一
緒

で
す
よ
。

【
平
田
】
す
る
と
、
今
は
ま
だ

い
い
が
、
山
形
さ
ん
の
世
代
の

人
た
ち
が
退
職
す
る
と
、
必
要

と
さ
れ
る
レ
ベ
ル
の
技
工
物
を

作
れ
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
、

危
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

【
山
形
】
非
常
に
危
う
い
状
況

で
す
。

【
斉
藤
】
そ
れ
こ
そ
外
国
で
や

れ
っ
て
。

【
矢
間
】
と
こ
ろ
で
、
歯
学
部

っ
て
人
気
が
な
い
の
か
、
偏
差

値
が
下
が
っ
て
ま
す
よ
ね
。
薬

学
部
の
ほ
う
が
下
手
し
た
ら
偏

差
値
が
高
い
。

悪
化
し
つ
つ
あ
る
か
ら
と
言
っ

て
も
、
国
民
は
な
か
な
か
容
認

し
な
い
で
す
よ
ね
。
で
も
、
現

在
、
ま
た
は
将
来
の
危
機
は
明

ら
か
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
対
処

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

方
向
で
保
険
医
協
会
も
動
く
つ

も
り
で
す
が
。
そ
し
て
、
歯
科

医
は
国
民
の
健
康
を
支
え
る
仕

事
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

【
斉
藤
】
そ
う
で
す
。

【
司
会
】
今
一
番
問
題
な
の
は
、

ど
ん
ど
ん
収
入
が
減
っ
て
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
心
の
余
裕
が

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
だ
か

ら
患
者
を
診
る
と
き
、
経
営
の

余
裕
が
あ
れ
ば
い
ろ
い
ろ
で
き

る
の
に
、
余
裕
が
な
く
て
だ
ん

だ
ん
で
き
な
い
状
況
に
な
る

と
、
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
心

も
だ
ん
だ
ん
な
く
な
っ
て
い
く

と
い
う
の
が
一
番
歯
科
医
師
と

し
て
は
問
題
で
、
そ
の
辺
は
危

機
と
言
っ
て
い
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

【
平
田
】
そ
れ
は
い
い
視
点
だ

な
。

【
斉
藤
】
私
は
、
や
っ
ぱ
り
国

【
司
会
】
現
実
を
国
民
に
ま
ず

知
ら
せ
て
い
か
な
い
と
、
歯
科

は
こ
う
い
う
も
の
だ
と
い
う
固

定
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
強
過
ぎ
た

ま
ま
だ
と
、
改
革
に
結
び
つ
き

に
く
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
改
善
運
動
に
関
し
て
の

お
話
に
進
み
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
こ
こ
は
一
番
大
切
な
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

【
平
田
】
改
善
運
動
は
、
根
底

に
国
民
が
本
当
に
困
っ
た
と
言

う
現
実
が
あ
れ
ば
、
意
外
に
可

能
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

医
科
で
は
、
前
回
の
改
定
で
リ

ハ
ビ
リ
に
お
け
る
日
数
制
限
が

突
然
出
て
き
た
の
で
す
が
、
高

名
な
学
者
が
新
聞
投
稿
な
ど

で
、「
こ
れ
で
は
、
わ
れ
わ
れ

リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
て
い
る
者
に

死
ね
と
言
わ
ん
ば
か
り
だ
」
と

訴
え
る
な
ど
し
て
、
世
論
を
味

方
に
つ
け
、
つ
い
に
は
、
厚
生

労
働
省
が
異
例
の
再
改
定
を
し

た
と
い
う
事
実
が
あ
り
ま
す

ね
。

【
斉
藤
】
え
え
、
少
し
ね
。
け

れ
ど
も
、
総
枠
を
変
え
て
い
な

い
の
で
ど
こ
か
減
ら
さ
れ
て
い

る
ん
で
す
。
今
で
も
リ
ハ
ビ
リ

を
続
け
た
い
け
れ
ど
も
で
き
な

い
人
は
い
ま
す
よ
。

【
司
会
】
前
回
の
改
定
の
と
き

で
す
が
、
歯
科
医
師
は
や
さ
し

過
ぎ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

先
回
の
歯
周
病
の
診
療
報
酬
改

定
の
と
き
に
、
保
険
で
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
続
け
ら
れ
な
い
な

ら
、
み
ん
な
で
歯
周
病
治
療
を

中
止
し
よ
う
・
・
・
と
い
う
意

見
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

で
も
、
歯
科
医
師
は
、
患
者
を

見
捨
て
ら
れ
な
か
っ
た
ん
で

す
。

【
斉
藤
】
リ
ハ
ビ
リ
の
場
合
は
、

患
者
さ
ん
の
声
を
集
め
 

歯
科
改
善
の
足
が
か
り
に
 

民
医
療
費
を
抑
制
し
て
い
る
の

が
一
番
の
問
題
だ
と
思
い
ま

す
。

【
司
会
】
そ
う
で
す
。
根
本
的

に
は
そ
れ
が
あ
ま
り
に
も
抑
え

過
ぎ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

ね
。

【
斉
藤
】
や
っ
ぱ
り
世
界
と
比

較
し
て
も
、
虫
垂
炎
の
手
術
な

ん
か
、
日
本
だ
と
七
日
入
院
の

手
術
で
三
十
万
で
、
ア
メ
リ
カ

で
は
一
泊
入
院
で
二
百
万
円
で

す
か
ね
。
だ
か
ら
日
本
の
医
療

費
っ
て
相
当
低
く
抑
え
ら
れ
て

い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

【
山
形
】
二
百
万
円
と
い
う
の

は
個
人
が
払
う
お
金
で
す
か
。

【
斉
藤
】
個
人
が
払
え
れ
ば
払

い
ま
す
が
、
多
く
は
民
間
保
険

で
す
。
日
本
の
医
療
費
が
、
世

界
と
比
較
し
て
ど
の
位
置
に
あ

る
の
か
を
国
民
に
知
ら
せ
る
努

力
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

◆ 平田　米里 ◆
平田歯科医院院長

◆ 司会  小島　登 ◆
小島歯科医院院長

さまざまな視点から、歯科界の改善策が語られた

（
十
面
の
つ
づ
き
）

（
十
二
面
に
つ
づ
く
）
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歯
科
医
師
の
理
念
を
 

患
者
さ
ん
に
語
ろ
う
 

や
っ
ぱ
り
大
き
か
っ
た
の
は
患

者
団
体
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。

潰
瘍
性
大
腸
炎
を
難
病
疾
患
か

ら
除
外
し
よ
う
と
い
う
動
き
も

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
患
者

団
体
が
動
い
て
リ
ハ
ビ
リ
と
同

じ
よ
う
に
撤
回
さ
せ
ま
し
た

ね
。

【
平
田
】
腎
友
会
と
か
も
す
ご

い
結
束
力
で
す
ね
。

【
司
会
】
糖
尿
病
の
患
者
会
の

と
こ
ろ
へ
行
く
と
、「
何
で
先

生
の
と
こ
ろ
に
は
、
歯
周
病
の

会
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
な

い
の
」
と
不
思
議
が
ら
れ
ま

す
。

【
山
形
】
患
者
会
っ
て
つ
く
る

も
の
で
す
か
。

【
斉
藤
】
患
者
さ
ん
が
自
主
的

に
つ
く
っ
た
も
の
で
す
。

【
司
会
】
総
入
れ
歯
の
会
と
か
、

あ
っ
て
も
い
い
よ
う
な
気
も
し

ま
す
ね
。

【
矢
間
】
子
ど
も
の
歯
を
守
る

会
と
い
う
の
は
、
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。

【
平
田
】
子
ど
も
の
歯
を
守
る

会
と
い
う
の
は
唯
一
の
成
功
例

で
す
ね
。

【
斉
藤
】
そ
れ
が
今
、
歯
科
の

唯
一
の
患
者
団
体
で
す
か
。

【
平
田
】
小
さ
い
も
の
は
知
り

ま
せ
ん
が
、
大
き
な
も
の
で
は

一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

【
司
会
】
あ
あ
い
う
も
の
が
で

き
る
何
か
工
夫
を
。

【
矢
間
】
そ
う
で
す
よ
ね
、
患

者
さ
ん
の
声
を
取
り
上
げ
ら
れ

る
組
織
が
必
要
で
す
。

【
司
会
】
患
者
さ
ん
の
声
を
く

み
取
れ
る
も
の
が
で
き
れ
ば
一

番
い
い
ん
だ
ろ
う
け
れ
ど
も

ね
。

【
斉
藤
】
結
局
、
国
民
に
向
か

っ
て
「
皆
さ
ん
歯
を
大
切
に
」

と
い
う
運
動
が
必
要
だ
と
思
う

の
で
す
が
。

【
平
田
】
医
科
の
ほ
う
で
は
、

新
し
い
技
術
が
盛
ん
に
導
入
さ

れ
る
と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り

そ
れ
な
り
に
国
民
に
期
待
さ
れ

る
業
界
な
ん
で
す
よ
ね
。

【
斉
藤
】
そ
う
で
す
ね
。
た
と

え
ば
腹
腔
鏡
も
い
ろ
い
ろ
広
が

っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
も
の
を

取
り
入
れ
た
と
き
の
診
療
報
酬

へ
の
導
入
は
、
歯
科
よ
り
も
認

め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

【
司
会
】
歯
科
は
、
保
険
に
入

っ
た
の
は
前
装
冠
ぐ
ら
い
で
、

そ
れ
も
、
も
う
二
十
年
前
の
こ

と
で
す
。

【
平
田
】
と
な
る
と
、
歯
科
は

医
療
者
と
し
て
も
っ
と
格
調
高

く
研
鑽
を
積
み
、
必
要
な
も
の

は
必
要
と
患
者
さ
ん
と
共
に
働

き
か
け
を
し
て
い
か
な
い
限
り

は
、
孤
立
状
態
で
終
わ
っ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す

ね
。や

っ
ぱ
り
歯
科
界
に
も
み
ん

な
が
乗
れ
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち

出
す
リ
ー
ダ
ー
が
出
て
き
て
ほ

し
い
な
。

【
司
会
】
歯
を
き
ち
ん
と
治
す

と
医
療
費
が
減
る
と
か
、
き
ち

ん
と
歯
を
治
し
た
ほ
う
が
や
っ

ぱ
り
健
康
に
も
い
い
と
か
、
そ

う
い
う
デ
ー
タ
を
積
極
的
に
知

ら
せ
る
戦
略
は
必
要
で
す
ね
。

【
平
田
】
ま
ず
、
そ
の
デ
ー
タ

2007年10月20日発行 
定価　8,000円　A4版  220ページ 

歯科医院の経営展望 歯科医院の経営展望 
―社会保障としての歯科医療― 

月刊保団連臨時増刊号 

全国保険医団体連合会・大阪府歯科保険医協会 
経営税務部編 

会員一人につき 

歯科医療制度の改悪により、歯科医院経営が年々厳

しさを増す中で、状況打開のため新しい時代（健康志

向と歯科医療技術の飛躍的発展）にふさわしい経営が

求められるようになってきています。『歯科医院の経

営展望』はそのような期待に応えるため、次の3つの

ポイントを中心に、7年ぶりに改訂されました。 

＜編集のポイント＞ 
1．統計やアンケート結果をもとに、歯科医院経営の
現状分析と、患者・国民が求める歯科医療の方向
を探る。 

2．個人経営者、医療担当者としての歯科医師のライ
フサイクルとマネジメントをしっかり押さえる。 

3．様々な経営スタイルに挑戦している歯科医院の実
例を紹介しながら、経営展望を切り開く資料を提
供する。 

1冊無料 ご希望の方はFax、Eメール、 電話にてお申し込みください 

石川県保険医協会 
電話：076（222）5373　Fax：076（231）5156 

Email：iskw_ono@doc-net.or.jp

で進呈します 

を
つ
く
る
た
め
の
周
到
な
準
備

を
し
て
、
日
本
中
か
ら
デ
ー
タ

を
集
め
る
こ
と
が
大
切
で
、
保

団
連
で
は
今
そ
れ
を
始
め
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
歯
周
病
と
糖

尿
病
な
ど
の
全
身
疾
患
と
の
関

係
に
つ
い
て
で
す
が
。
ま
だ
本

格
的
な
大
規
模
研
究
に
ま
で
発

展
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
い
ず

れ
デ
ー
タ
を
基
に
厚
労
省
や
国

民
に
訴
え
る
と
い
う
方
向
で
や

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

【
司
会
】
あ
る
程
度
と
り
や
す

い
誤
嚥
性
肺
炎
の
デ
ー
タ
と
か

は
、
全
国
で
統
一
基
準
を
作
っ

て
や
る
べ
き
で
す
ね
。

【
平
田
】
保
団
連
と
い
う
組
織

は
十
万
人
の
会
員
を
も
ち
、
そ

れ
な
り
の
予
算
も
あ
る
の
だ
か

ら
、
自
ら
が
動
い
て
実
施
す
る

時
期
に
あ
る
と
常
に
言
い
続
け

て
い
ま
す
。
し
か
し
実
際
は
、

全
国
の
有
志
が
個
人
の
力
で
、

個
人
の
時
間
を
割
い
て
い
る
と

い
う
の
が
今
の
現
状
で
す
。
そ

の
ほ
う
が
制
約
が
な
く
て
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
で
す
け
れ
ど
も
、
や

っ
ぱ
り
保
団
連
と
し
て
取
り
組

む
べ
き
で
す
。

そ
れ
か
ら
石
川
県
の
よ
う
な

小
さ
い
協
会
で
も
で
き
る
研
究

も
あ
る
の
で
す
が
、
で
き
た
と

し
て
も
保
団
連
に
議
論
す
る
場

が
な
い
。
そ
れ
も
つ
く
っ
て
ほ

し
い
と
要
望
し
て
い
ま
す
。

【
司
会
】
何
か
あ
る
と
、
み
ん

な
し
て
東
京
へ
行
く
の
か
と
い

う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
も
う
ち

ょ
っ
と
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
な

ど
の
工
夫
が
必
要
と
思
い
ま
す

が
。

【
平
田
】
保
団
連
か
ら
許
可
が

下
り
な
い
の
で
困
っ
て
い
ま

す
。
使
え
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
に
よ

る
迅
速
な
交
流
が
で
き
る
の
に

ね
。

【
斉
藤
】
そ
れ
と
、
メ
デ
ィ
ア

を
使
っ
て
国
民
に
知
ら
せ
る
と

い
う
動
き
も
大
切
だ
と
思
い
ま

す
ね
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
メ

デ
ィ
ア
を
使
う
こ
と
が
重
要
だ

と
思
う
の
で
す
が
。
新
聞
記
者

な
ど
は
医
療
に
関
し
て
は
素
人

で
す
か
ら
、
十
分
な
情
報
を
提

供
し
、
上
手
に
メ
デ
ィ
ア
を
使

う
こ
と
を
考
え
る
べ
き
と
思
い

ま
す
。

テ
レ
ビ
金
沢
の
人
か
ら
お
聞

き
し
た
話
で
は
、
医
療
の
問
題

に
関
し
て
関
心
が
あ
る
が
、
忙

し
過
ぎ
て
取
材
で
き
な
い
と
も

ら
し
て
い
ま
し
た
。
思
い
は
あ

る
わ
け
で
す
か
ら
・
・
・
。

【
司
会
】
メ
デ
ィ
ア
も
大
切
な

こ
と
は
分
か
り
ま
す
。
食
育
講

演
会
な
ど
の
取
材
は
あ
り
ま
す

が
、
思
う
よ
う
な
意
見
を
書
い

て
く
れ
な
い
で
す
ね
。
そ
れ
と

は
別
に
、
行
政
へ
の
ア
ピ
ー
ル

と
い
う
の
は
難
し
い
で
す
か

ね
。

【
平
田
】
予
算
と
か
そ
う
い
う

こ
と
に
な
る
と
、
国
会
と
か
政

権
政
党
へ
と
い
う
こ
と
に
な
る

し
、
診
療
報
酬
の
改
善
に
な
る

と
厚
労
省
、
実
際
の
運
営
に
つ

い
て
は
地
方
の
社
会
保
険
事
務

局
と
か
、
分
野
別
に
考
え
て
行

動
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

を
し
な
か
っ
た
所
為
な
の
か
、

診
療
体
系
の
改
善
ば
か
り
で
な

く
、
診
療
報
酬
に
し
て
も
三
十

年
間
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
逆

に
低
下
し
て
い
る
状
況
で
す
。

同
じ
処
置
と
い
っ
て
も
、
時
代

の
要
求
と
共
に
さ
ま
ざ
ま
な
、

感
染
対
策
な
ど
の
要
求
を
さ
れ

る
の
に
で
す
よ
。

【
司
会
】
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
展

望
を
語
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
。

【
平
田
】
事
前
に
私
の
中
で
は

展
望
を
話
し
て
い
る
つ
も
り
で

し
た
。
要
す
る
に
、
保
団
連
と

し
て
や
る
べ
き
こ
と
、
石
川
協

会
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
、
そ

れ
か
ら
マ
ス
コ
ミ
対
策
、
デ
ー

タ
を
集
め
る
こ
と
と
か
、
そ
れ

か
ら
患
者
さ
ん
と
協
調
行
動
を

と
る
と
か
、
そ
う
い
う
方
向
で

ま
と
め
る
し
か
な
い
で
し
ょ
う

ね
。
た
だ
し
そ
れ
に
は
、
国
民

を
納
得
さ
せ
る
デ
ー
タ
が
集
め

ら
れ
る
か
ど
う
か
が
一
番
の
ポ

イ
ン
ト
じ
ゃ
な
い
か
な
。

【
司
会
】
そ
れ
と
、
心
に
ゆ
と

り
が
あ
る
診
療
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

【
平
田
】
心
の
問
題
。
そ
れ
か

ら
、
歯
科
の
困
窮
は
、
歯
科
業

界
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と

を
言
っ
て
お
か
な
い
と
ね
。
や

っ
ぱ
り
国
策
と
し
て
き
ち
っ
と

す
べ
き
だ
と
。
国
民
に
そ
れ
を

訴
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。

【
斉
藤
】
多
分
そ
の
時
に
、
財

源
の
問
題
が
論
点
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
国
民
医
療
費
を
上
げ

る
の
は
い
い
が
、
そ
の
負
担
は

ど
う
な
る
か
に
関
し
て
意
見
を

統
一
し
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い

か
な
と
思
い
ま
す
。

【
平
田
】
し
か
し
、
財
源
を
き

ち
っ
と
討
論
で
き
る
だ
け
の
情

報
公
開
を
財
務
省
や
政
府
が
し

て
い
る
か
と
い
う
と
、
非
常
に

疑
問
だ
よ
ね
。
だ
っ
て
国
家
予

算
と
し
て
計
上
す
る
よ
う
部
門

は
一
応
情
報
公
開
さ
れ
て
い
る

け
れ
ど
も
、
特
別
会
計
に
つ
い

て
は
全
然
知
ら
さ
れ
て
い
な

い
。
役
人
も
含
め
て
誰
も
把
握

し
て
い
な
い
の
に
、
そ
ん
な
状

態
で
こ
の
国
の
お
金
を
ど
う
使

う
べ
き
か
の
議
論
が
成
立
す
る

だ
ろ
う
か
。
民
主
党
に
し
て

も
、
財
源
の
問
題
に
な
る
と
や

っ
ぱ
り
説
得
力
な
い
よ
う
に
感

じ
る
。

【
斉
藤
】
し
か
し
、
最
近
新
聞

で
消
費
税
を
二
〇
三
〇
年
だ
っ

た
か
に
、
一
七
％
に
上
げ
る
話

が
出
て
い
ま
す
が
、
消
費
税
を

上
げ
る
の
は
よ
く
な
い
と
思
い

ま
す
。
今
こ
れ
だ
け
苦
し
ん
で

い
る
人
が
多
い
の
で
す
か
ら
、

大
企
業
の
法
人
税
を
上
げ
る
と

か
、
公
共
事
業
の
無
駄
を
減
ら

す
と
か
、
防
衛
費
を
削
減
す
る

と
か
で
捻
出
し
、
医
療
や
食
な

ど
、
人
が
生
活
す
る
上
で
大
事

な
も
の
に
は
も
っ
と
お
金
を
か

け
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
主
張

す
べ
き
だ
と
思
う
の
で
す
が
。

【
司
会
】
そ
の
よ
う
な
要
求
や

ア
ピ
ー
ル
と
は
別
に
、
自
分
自

身
は
何
を
す
べ
き
か
の
身
近
な

視
点
も
必
要
と
思
う
。
歯
科
医

師
自
身
の
理
念
を
患
者
さ
ん
に

語
る
こ
と
も
重
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
身
近
な
人
に
話
し

て
、
そ
れ
が
広
ま
っ
て
い
く
よ

う
に
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
か

な
と
。
さ
て
、
こ
こ
で
、
ま
と

め
を
・
・
・
。

【
平
田
】
ま
と
め
・
・
・
は
難

し
い
。
読
者
は
、
歯
科
の
困
窮

に
関
す
る
こ
と
は
十
分
理
解
で

き
た
と
思
い
ま
す
が
、
歯
科
の

困
窮
が
及
ぼ
す
国
民
に
与
え
る

悪
影
響
に
関
し
て
は
い
ま
だ
デ

ー
タ
化
で
き
て
い
な
い
こ
と
を

知
り
、
ど
う
思
う
か
心
配
で

す
。打

開
策
に
関
し
て
は
、
何
か

こ
れ
は
と
思
え
る
具
体
案
が
出

る
こ
と
を
期
待
し
た
の
で
す

が
、
出
た
で
し
ょ
う
か
？　

歯

科
部
会
と
し
て
は
、
単
な
る
愚

痴
に
終
わ
ら
せ
な
い
つ
も
り

で
、
が
ん
ば
り
ま
す
。

（
十
一
面
の
つ
づ
き
）
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石川県保険医協会

本紙を作成するにあたり、
その製作費の一部を

掲載各社よりご協賛いただきました。
ありがとうございました。

〒920‐0902  金沢市尾張町2丁目8番23号　太陽生命金沢ビル6階 
TEL（076）222‐5373 
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『石川保険医新聞』『病院マップ』などを印刷させていただいております。 
保険医協会会員の先生方の自費出版などは、格安にて承ります。 

株式会社 三谷サービスエンジン
〒921‐8154  金沢市高尾南3丁目93番地 
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TEL：076‐296‐5055（代表） 
FAX：076‐296‐5023
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金沢支社 
〒920-0864　石川県金沢市高岡町1-33 
TEL 076-221-1410

金沢支社 
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TEL（076）252‐4321㈹ FAX（076）251‐4171

代表取締役社長　山上   公介 

石川米油株式会社 
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 TEL：076‐263‐7001（代表）
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株式会社　半　田 
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□富山営業所 
　〒939‐8222 富山市蜷川342番1 
　1（076）493‐8110㈹　FAX（076）494‐2020 
□福井営業所 
　〒910‐0833 福井市新保3丁目2202番地 
　1（0776）57‐7181㈹　FAX（0776）57‐7182

人と地球の安全のために 

石川県医療廃棄物事業協同組合 
石川県小松市二ツ梨町ト5 
TEL（0761）44‐4883

明日の医療をご提案する 医療、福祉の総合商社 

セントラルメディカル株式会社 

本社　金沢市西念3丁目1番5号　〒920‐0024 
TEL 076‐262‐1111㈹  FAX 076‐223‐7255 
営　業　所　 大  阪　  富  山　  福  井 
ホームページ  http://www.centralmedical.co.jp

医療業界とオフィスの未来への発展を目指し、 
              常に挑戦し続ける総合商社 

富士フイルム・キヤノン代理店 

株式 
会社 
金沢市鳴和2-9-25　
カメラ・写真材料・レントゲン・事務機・AV機器
プロ写真機材・マイクロコピー・カラープリント

TEL252-4381㈹   FAX252-4377

株式会社 

TEL（076）222‐6531 FAX（076）222-2922 
 

金沢市笠舞本町2丁目26番7号●営業所／富山 

医療機器販売 

金沢市諸江町下丁372番地 

福井医療株式会社 
金沢支店 

TEL（076）237‐6400／FAX（076）238‐0025

本　店／福井市問屋町4丁目901

金沢営業所 〒920‐0864  石川県金沢市高岡町1番39号 
住友生命金沢高岡町ビル10階 

TEL：076‐222‐6885

輝くいのちのために 

 金沢市松島1丁目40番地 

TEL：076‐269‐1881　FAX：076‐269‐2522

明日の健康と新産業創造のパートナー 

病院寝具・リネンサプライ・福祉用具レンタル・滅菌代行業務・貸布団・グリーンレンタル 

日本海綿業㈱  
本　　　社　富 山 市 飯 野 2 ‐ 3 1（076）451‐4321 
金 沢 支 店　金 沢 市 福 増 町 北 6 6 3 1（076）249‐0211 
（工　　場）　 FAX（076）249‐0759 
能登営業所　石川県鹿島郡中能登町在江5区4‐1 1（0767）74‐0112

大鵬薬品工業（株）金沢支店 

〒920‐0856 金沢市昭和町16番1号 
 ヴィサージュ15F

TEL （076）261‐4527㈹ 
FAX  （076）262‐3904

あらゆる医療分野に、 
誠実に対応いたします。 

本　社／〒920‐8539  金沢市問屋町2‐46 
TEL 076‐237‐5555㈹  FAX 076‐237‐6584 
支店／富山・福井・京都　 
営業所／七尾・高岡・敦賀 
ホームページ　http：//www.tomiki.co.jp/

COMURA

最前線の医療現場と高度なテクノロジーを結び続けて40年 

株式会社 

金沢市諸江町上丁574番地 TEL（076）221‐3141㈹ 

代表取締役社長　古村　生亥 

株式会社　越屋 医療器械 
製造販売 
本社  〒920‐8203  金沢市鞍月5丁目150番地 
TEL  076‐237‐1717　FAX  076‐237‐2100

医療環境を先進の技術・サービスでサポートします。 

営業所／富山・福井・NID事業部 
　　　　関西・長野・新潟 

２００８年 

謹賀新年  本年もどうぞよろしく 　　  　お願い致します 

協賛会社一同 
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亀
田
　
良
典（
石
川
県
健
康
友
の
会
連
絡
会
事
務
局
長
） 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム 

フ
ロ
ア
か
ら
も
多
彩
な
意
見
が 

フ
ロ
ア
か
ら
も
多
彩
な
意
見
が 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
考

え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
十
一
月

二
十
三
日
、
金
沢
市
の
松
ケ
枝

福
祉
館
で
開
か
れ
、
約
八
十
人

の
医
療
関
係
者
や
住
民
が
参
加

し
、
熱
心
な
話
し
合
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

石
川
県
保
険
医
協
会
の
工
藤

浩
司
さ
ん
が
、
制
度
の
概
要
と

問
題
点
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。
工
藤
氏
は
七
十
五
歳
以
上

の
一
人
ひ
と
り
が
新
た
に
加
入

し
、
保
険
料
が
課
せ
ら
れ
る
制

度
で
あ
り
、
保
険
料
の
値
上
げ

か
、
総
医
療
費
の
抑
制
か
、
ど

ち
ら
を
と
っ
て
も
高
齢
者
に
は

痛
み
し
か
選
択
で
き
な
い
仕
組

み
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

滞
納
が
一
年
を
経
過
す
る
と

資
格
証
明
書
が
発
行
さ
れ
る
こ

と
に
、「
年
金
が
一
万
五
千
円

に
満
た
な
い
人
が
保
険
料
を
払

え
な
い
か
ら
と
い
っ
て
保
険
証

を
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
悪
質
な
滞
納
者
で
あ
ろ
う

か
」
と
鋭
く
批
判
し
ま
し
た
。

ま
た
、
受
け
ら
れ
る
医
療
の

内
容
も
「
後
期
高
齢
者
の
特
性

に
ふ
さ
わ
し
い
」
の
名
の
も
と

に
、
定
額
制
を
導
入
す
る
こ
と

で
あ
り
、
結
局
、
年
齢
に
よ
る

差
別
化
と
医
療
の
劣
悪
化
が
懸

念
さ
れ
る
な
ど
の
問
題
点
に
も

触
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
「
誰
も
が
経
済
的
な

心
配
な
く
必
要
な
医
療
を
必
要

な
だ
け
受
け
ら
れ
る
」
た
め

に
、
地
方
自
治
体
に
対
し
て

し
た
。

医
療
費
適
正
化
で
は
、
終
末

期
を
自
宅
で
と
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
実
態
は
、
石
川
県
の
農

村
地
域
で
も
在
宅
死
が
逆
に
減

っ
て
お
り
、
貧
弱
な
医
療
や
介

護
条
件
の
改
善
こ
そ
が
必
要
だ

と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

患
者
の
立
場
か
ら
、
石
川
県

腎
友
会
会
長
の
越
野
勝
次
さ
ん

が
「
透
析
に
は
月
四
、
五
十

万
円
か
か
り
ま
す
。
今
公
費
負

担
が
あ
り
、
助
か
り
ま
す
が
、

検
査
の
削
減
、
時
間
短
縮
、
そ

し
て
病
院
の
廃
止
な
ど
、
医
療

環
境
の
悪
化
が
あ
り
ま
す
。
障

害
者
の
立
場
と
し
て
石
川
県
の

助
成
制
度
が
後
退
し
な
い
よ
う

に
働
き
か
け
た
い
」
と
発
言
さ

れ
ま
し
た
。

石
川
県
糖
尿
病
協
会
会
長
の

堀
中
光
治
さ
ん
は
、「
こ
の
病

気
と
は
生
涯
お
付
き
合
い
し
ま

す
。
し
か
し
療
養
病
床
の
削
減

が
あ
り
、
認
知
症
で
老
人
ホ
ー

ム
に
入
居
に
な
っ
て
も
二
十
四

時
間
対
応
の
必
要
な
わ
れ
わ
れ

に
、
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
を
打
つ
人

が
い
な
く
な
る
の
で
は
と
心
配

し
て
い
ま
す
」
と
、
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

フ
ロ
ア
か
ら
も
、
年
齢
差
別

を
憲
法
の
視
点
か
ら
批
判
し
よ

う
、
地
域
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
た
経
験
な
ど
、
多
彩
な

意
見
が
出
さ
れ
、
充
実
し
た
フ

ォ
ー
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

年
齢
や
内
臓
機
能
の
個
人
差
が

あ
る
の
で
、
個
々
の
対
応
が
必

要
で
あ
り
、
七
十
五
歳
で
分
け

る
の
は
、
国
の
都
合
に
よ
る
、

す
な
わ
ち
制
度
の
維
持
を
目
的

と
し
て
い
る
か
ら
だ
と
述
べ
ま

も
、
地
方
自
治
の
「
本
旨
」
に

沿
っ
て
住
民
の
医
療
保
障
充
実

を
め
ざ
す
よ
う
運
動
を
展
開
し

よ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

城
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
大
川
義

弘
医
師
も
、
在
宅
の
視
点
か

ら
、
高
齢
者
に
共
通
し
て
多
い

症
状
は
、
高
血
圧
症
、
糖
尿
病

な
ど
の
慢
性
疾
患
で
、
し
か
も

ぱあとなあ石川は、石川県社会福祉士会の会

員で、日本社会福祉士会権利擁護センターぱあ

となあの成年後見人養成講座の研修過程を修了

した者と、成年後見制度に関心のある会員で構

成されたグループです。

ぱあとなあ石川の活動は大まかに 3つありま

す。1つは、後見人などの受任、2つ目はネット

ワーク作り、3つ目は制度の普及・啓蒙活動です。

１．成年後見人を受任するのは、8割程度が親

族です。親が子どもの、子どもが親の、あるい

は、兄弟や中にはおじ・おば、いとこなどが、

判断能力の乏しい本人の代理となって、契約を

したり、財産の管理をしています。

ところが、このような適当な親族がいない場

合や、親族間でトラブルを抱えている場合に

は、わたしたちぱあとなあ石川のメンバーの中

から候補者を出して受任しています。親族と長

年疎遠であった人、身寄りがない人、親族はい

ても諸事情で頼れない人、親族から種々の権利

侵害を受けている、などという方が対象です。

受任の要請は家庭裁判所からであったり、行

政の担当課からであったり、社会福祉士のネッ

トワークからであったりします。この親族以外

の者による後見を第三者後見と呼んでいます。

現在、わたしたちのほかには、弁護士、司法書

士（リーガルサポート）、税理士らが受任して

います。

ぱあとなあ石川の後見活動の特徴としては、

通常の法律上の代理行為や財産管理に加えて、

きめ細やかな身上監護が挙げられます。たとえ

ば、ご本人が施設で生活していれば、適切な処

遇や介護が受けられているかどうかに気を配

り、不適切な場合には施設に対して毅然として

改善を申し入れることなどを行います。また、

保佐や補助類型の方については、本人の意思や

希望をじっくり聞き取り、施設や地域で安心し

てその人らしく暮らせるように配慮していま

す。実は、保佐や補助類型の方は自分の思いが

いっぱいあって、それがあまり現実的ではない

ことも多々あり、どうしたらそのことを分かっ

てもらえるだろうかと苦心しています。

また、ぱあとなあ石川では、成年後見人の実

務と関連して、社会福祉士会会員のネットワー

クから寄せられるさまざまな相談に対応してい

ます。その中に成年後見制度の利用が望ましい

ものがあれば、制度の説明や申し立ての支援を

行っています。そして、成年後見人など（成年

後見人、保佐人、補助人）の候補者がいない場

合には、ぱあとなあ石川のメンバーから推薦す

るようにしています。

２．わたしたちの活動に欠かせないのがネット

ワーク作りです。2003 年から、わたしたちの

呼びかけで金沢弁護士会、石川県司法書士会成

年後見センター・リーガルサポートとぱあとな

あ石川で成年後見制度連絡協議会が発足し、約

2カ月に 1 回のペースで会合をもっています。

この会には北陸税理士会、金沢市社会福祉協議

会も参加するようになりました。

また、行政の担当者がオブザーバーとして出

席したり、金沢家庭裁判所の調査官も来てくだ

さっています。

この成年後見制度連絡協議会の場では種々の

意見や情報交換、制度改革についての検討を行

ったり、時には事例検討を行っています。最近

では、地域包括支援センターに寄せられた困難

事例について話し合い、法律の専門家としての

意見やアドバイスをいただいています。

３．制度の普及・啓蒙活動については、これまで

成年後見制度フォーラム、福祉関係者のための

成年後見制度活用講座を3回開催してきました。

また、知的障害者や精神障害者といった当事

者団体の要請で制度の説明を行ったり、県や

市、あるいは地域の社協、民生委員会等、各種

の団体が催す研修会へ講師を派遣しています。

2007 年は、制度の施行から 8 年目になりま

した。しかし、まだまだ制度の名称も知らな

い、名前を知っていても内容を知らない、内容

が分かっていても使い方が分からないという方

がいらっしゃると思います。どこへ相談に行け

ばいいのか窓口が分からないという声も耳にし

ます。「知らない」、「分からない」市民や福祉

関係者のために少しでもお役に立てるよう、こ

れからも地道に制度の普及・啓蒙活動を進めて

いきます。

成年後見制度について 成年後見制度について 
認知症や知的障害、精神障害などにより判断能力が不十分になった人の、財産管理や法律

上の代理行為、適切な福祉サービスへつなぐ等の支援を行う「成年後見制度」。旧来の禁治産・
準禁治産制度に代わって、2000年4月の介護保険制度導入と同時に開始され、すでに7年
以上が経過した。 
超高齢社会へと向かい、福祉サービスが「措置から契約へ」と移行している現在、成年後

見制度は以前に増して重要な役割をになっており、その潜在的対象者数は想像以上に多い。
しかし認知度と利用者数はまだまだ低いようだ。 
石川県でも、各自治体や石川県社会福祉士会権利擁護センターぱあとなあ石川（ぱあとな

あ石川）、金沢弁護士会、石川県司法書士会成年後見センター・リーガルサポート石川県支部
などが中心となって、成年後見制度の普及とその利用支援を行っている。 
今回は、「ぱあとなあ石川」の方に、その取り組みについてご紹介いただいた。この記事を

きっかけに、成年後見制度のさらなる普及と理解、利用につながることを期待したい。 

「権利擁護センター ぱあとなあ石川」について 「権利擁護センター ぱあとなあ石川」について 
大川　千春（ぱあとなあ石川） 

連
絡
先 

〒921-8052  
金沢市保古町1-24 
ソーシャルネットかがやき内 
Tel：076-269-2091 
Fax：076-269-2093

八
十
人
の
医
療
関
係
者
・
市
民

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
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ＮＰＯ法人日本障害者スポーツ指導者協議会 
石川県障害者スポーツ指導者協議会 

● 連 絡 先 ● 

その53

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
 

石
川
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
 

石
川
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
副
会
長
　
井
上
　
明
浩
 

障
害
の
あ
る
人
た
ち
の 

ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ン
を
サ
ポ
ー
ト 

 
石川県金沢市八田町東1025 
TEL／FAX：076-257-5641 
E-mail：icsid@lilac.plala.or.jp

 

県
内
二
百
三
十
六
人
の
指
導
員
 

全
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
躍
 

私
た
ち
は
、
財
団
法
人
日
本

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が
公
認

す
る
上
級
か
ら
初
級
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
指
導
員
で
構
成
す
る
団

体
で
す
。
こ
の
制
度
は
一
九
八

五
年
か
ら
始
ま
り
、
全
国
四
十

七
都
道
府
県
す
べ
て
に
組
織
が

あ
り
ま
す
。

石
川
県
で
は
一
九
九
七
年
か

ら
第
一
回
の
初
級
指
導
員
養
成

講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
現
在
も

県
内
に
二
百
三
十
六
人
の
指
導

員
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
全

員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
、

本
来
の
職
業
を
持
っ
て
い
る
方

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た
め
登
録

者
が
決
し
て
多
い
と
は
言
え

ず
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
十
分

な
機
会
の
保
証
や
そ
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
て
い
る
と
は
い
え

な
い
の
が
現
状
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
県
障
害
者

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
協
会
や

県
ボ
ッ
チ
ャ
協
会
を
設
立
す
る

ま
で
に
こ
ぎ
着
け
、
さ
ら
に
毎

年
五
月
に
開
催
さ
れ
る
県
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
運
営
実

務
、
そ
の
他
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
協
会
や
福
祉
団
体
な
ど
が
主

催
す
る
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
教
室
な
ど
へ
指
導
者
を
派
遣

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
日
々
の
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
の
サ
ー
ク
ル
や
ク
ラ
ブ
活

動
に
お
い
て
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト

や
指
導
な
ど
各
自
の
能
力
や
個

性
を
生
か
し
な
が
ら
、
中
心
的

な
役
割
か
ら
地
道
な
裏
方
作
業

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
活
躍
し

て
お
り
ま
す
。

障
害
の
あ
る
な
し
に
無
関
係
の
 

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
な
ど
に
脚
光
が
 

一
口
に
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
と

い
っ
て
も
実
に
多
様
で
あ
り
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
障
害
種
別
に

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
県
内
に

お
い
て
も
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
や
車
い
す
マ
ラ
ソ

ン
、
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ

ス(

盲
人
卓
球)

・
肢
体
障
害
者

卓
球
、
グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル(

盲
人
野
球)

、
知
的
障
害
者

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
聴
覚
障
害
者

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
個
別
に
養
護
学
校
や
各
障
害

者
施
設
、
障
害
者
用
体
育
館
な

ど
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
、
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
に
お
い
て
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ

ョ
ン
と
い
う
動
き
が
見
ら
れ
、

障
害
の
有
無
、
種
類
、
軽
重
を

問
わ
ず
、
誰
で
も
が
ど
こ
で
も

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
と

い
う
流
れ
が
出
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に

県
内
で
も
先
述
し
た
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
と
ボ
ッ
チ
ャ
の
協

会
が
設
立
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

ま
ず
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
は
、
い
わ
ゆ
る
フ
リ
ス
ビ
ー

を
遠
く
に
投
げ
る
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
種
目
と
、
五
メ
ー
ト
ル
、
七

メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
置
か
れ
た

輪
の
中
に
十
投
し
て
何
投
成
功

す
る
か
を
競
う
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー

種
目
が
あ
り
ま
す
が
、
障
害
区

分
が
立
位
と
座
位
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
異
な
る
障
害
の
あ
る

方
々
が
同
じ
ル
ー
ル
の
下
、
和

気
藹
々
と
楽
し
む
こ
の
競
技

は
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
画
期

的
種
目
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
障
害
区
分
が
な
い

と
い
う
点
で
は
、
健
常
者
と
も

互
角
に
競
え
る
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

と
い
う
競
技
が
今
、
注
目
を
浴

び
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
氷
上
で

行
わ
れ
る
カ
ー
リ
ン
グ
の
体
育

館
版
と
思
え
ば
、
イ
メ
ー
ジ
が

わ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
氷
の

上
を
滑
ら
せ
る
ス
ト
ー
ン
の
代

わ
り
に
、
底
面
に
ベ
ア
リ
ン
グ

が
付
い
た
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ー
ラ
ー

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
発
展
さ
せ
 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
整
備
に
 

を
床
に
滑
ら
せ
て
ポ
イ
ン
ト
ゾ

ー
ン
に
よ
り
近
い
チ
ー
ム
が
勝

つ
と
い
う
競
技
で
す
。
障
害
の

有
る
無
し
を
問
わ
ず
、
老
若
男

女
、
誰
も
が
同
じ
土
俵
で
一
緒

に
楽
し
め
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
県
内
の
み
な
ら

ず
全
国
的
に
脚
光
を
浴
び
て
い

ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
ス
ポ
ー
ツ

に
は
縁
遠
い
よ
う
に
思
わ
れ
て

い
た
重
度
な
障
害
を
持
つ
人
た

ち
が
楽
し
め
る
ボ
ッ
チ
ャ
と
い

う
競
技
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
競
技

で
も
あ
り
、
身
体
の
中
で
わ
ず

か
に
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
の

が
首
や
指
先
だ
け
と
い
う
重
い

障
害
を
持
つ
方
で
も
十
分
に
楽

し
め
る
競
技
で
あ
り
、
日
本
選

手
権
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
参

加
す
る
ほ
ど
成
長
し
て
い
る
若

手
の
選
手
が
、
こ
の
北
陸
に
も

い
ま
す
。

ツ
セ
ン
タ
ー
が
竣
工
し
ま
す
。

文
字
通
り
県
内
ス
ポ
ー
ツ
の
メ

ッ
カ
と
し
て
様
々
な
セ
ン
タ
ー

的
機
能
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
も
同
様
に
県

内
最
高
の
設
備
を
持
っ
た
体
育

館
で
様
々
な
教
室
や
大
会
が
開

催
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。ま

た
一
方
で
は
、
障
害
の
あ

る
方
が
、
思
っ
た
と
き
に
気
軽

に
自
分
の
住
む
家
の
近
く
の
体

育
館
で
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
の
方
や

小
さ
な
子
ど
も
を
含
め
て
、
い

つ
で
も
誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め

る
ス
ポ
ー
ツ
環
境
が
整
う
こ
と

に
つ
な
が
り
、
県
民
の
豊
か
な

ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
享
受
へ
と

発
展
し
て
い
き
ま
す
。

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
流
れ
は
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
と

相
ま
っ
て
、
県
内
ス
ポ
ー
ツ
全

体
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

さ
て
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

言
え
ば
、
過
去
、
県
内
か
ら
も

視
覚
障
害
の
柔
道
や
知
的
障
害

の
陸
上
の
選
手
が
世
界
の
舞
台

で
入
賞
を
果
た
す
な
ど
、
華
々

し
い
活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

こ
十
年
で
は
、
ほ
ぼ
毎
年
の
よ

う
に
世
界
選
手
権
や
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
に
出
場
し
て
い
る
選
手

が
数
人
い
ま
す
。

今
年
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催

さ
れ
た
世
界
知
的
障
害
者
陸
上

競
技
選
手
権
で
、
金
沢
市
在
住

の
原
田
歩
選
手
が
四
大
会
八
年

ぶ
り
に
日
本
男
子
Ｉ
Ｄ(

知
的

障
害)
陸
上
界
に
メ
ダ
ル
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
し
か
も
一
大

会
で
銀
メ
ダ
ル
二
個
と
い
う
の

も
、
個
人
成
績
と
し
て
は
過
去

最
高
の
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ま
だ
ま
だ
全

県
下
的
な
活
動
と
は
呼
べ
な
い

ま
で
も
、
少
し
ず
つ
着
実
に
底

辺
を
拡
大
し
な
が
ら
、
一
方
で

は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
も
輩

出
し
て
い
る
県
内
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
は
、
今
後
も
よ
り
多
く
の

理
解
者
や
支
援
者
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
り
な
が
ら
さ
ら
な
る

発
展
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

来
春
に
は
、
県
総
合
ス
ポ
ー

障害者スポーツ指導員養成講習会であいさつする筆者

ボッチャ講習会で、競技について真剣に学ぶ

どこまで飛ぶかな、フライングディスク

ボッチャを楽しむ障害のある方々
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二
〇
〇
七
年
の
十
月
に
、
突
然
、
大
学
の
弓
道
部
の

一
年
後
輩
の
Ｕ
氏
か
ら
、
金
沢
で
神
経
内
科
の
学
会
が

あ
る
か
ら
、一
度
会
い
た
い
と
電
話
が
か
か
っ
て
来
た
。

受
話
器
か
ら
聞
く
彼
の
や
や
高
め
の
音
域
の
声
色
と

口
調
か
ら
、
半
世
紀
前
の
弓
道
部
の
主
将
を
し
て
い
た

彼
を
思
い
出
す
の
は
簡
単
だ
っ
た
。

彼
の
伯
父
も
医
者
で
、
四
高
を
昭
和
十
年
代
に
卒
業

し
て
、
名
古
屋
帝
大
に
進
ま
れ
た
と
、
今
回
の
再
会
で

伺
っ
た
。
四
高
の
生
徒
で
あ
っ
た
時
、
夏
休
み
に
岐
阜

か
ら
合
掌
村
を
通
っ
て
、
金
沢
ま
で
無
銭
旅
行
し
た
証

拠
の
、
セ
ピ
ア
色
の
写
真
を
カ
バ
ン
か
ら
取
り
出
し

て
、
見
せ
て
く
れ
た
。
私
の
祖
父
は
彼
の
伯
父
よ
り
古

い
明
治
か
ら
大
正
の
初
期
に
四
高
で
ド
イ
ツ
語
の
教
授

を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
会
食
を
し
な
が
ら
の
二
時

間
に
、
部
活
に
も
触
れ
、
私
が
イ
ン
タ
ー
ン
の
時
、
彼

は
「
西
医
体
」
の
団
体
で
三
位
入
賞
を
果
た
し
、
誇
ら

し
く
語
っ
て
く
れ
た
。「
友　

遠
方
よ
り
来
た
る
」
の

楽
し
い
一
時
で
、
U
氏
か
ら
別
れ
の
際
に
頂
い
た
名
刺

の
U
の
漢
字
は
「
旧
」
で
な
く
、「
臼
」
だ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
、
こ
の
「
臼
」
と
「
旧
」
の
漢
字
に
こ
だ

わ
っ
て
い
た
の
で
、
今
年
の
子
年
の
原
稿
依
頼
は
、
こ

れ
を
イ
ン
ト
ロ
に
し
た
「
鼠
」
の
漢
字
を
、「
語
学
の

事
始
め
」
と
し
て
書
く
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
わ
が
人
生
は
次
の
項
目
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

一
に
は　

医
学
、

二
つ
に　

フ
ォ
ト
、

三
に
は　

山
岳
、

四
に
は　

詩
学
、

さ
ら
に
、
還
暦
の
子
年
の
時
か
ら
は

五
に　

語
学
を　

付
け
加
え
た
。

そ
の
理
由
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
ル
ク
ソ
ー
ル
で
見
た
古

代
の
王
墓
の
碑
文
、
パ
ピ
ル
ス
に
描
か
れ
た
ヒ
エ
ロ
グ

リ
フ
の
解
読
に
魅
せ
ら
れ
、
ま
た
エ
ー
ゲ
海
の
ク
レ
タ

島
で
発
掘
さ
れ
た
粘
土
板
に
描
か
れ
た
古
代
エ
ー
ゲ
海

の
円
盤
文
字
が
、
未
だ
解
読
さ
れ
て
い
な
い
と
知
っ

て
、
今
も
日
本
で
用
い
て
い
る
漢
字
の
解
字
を
、
詳
し

く
知
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
た
。

還
暦
の
子
年
か
ら
疑
問
に
思
っ
た
時
は
、そ
の
都
度
、

『
漢
和
辞
典
』
で
調
べ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

一
、
今
回
の
「
解
字
考
察
」
に
使
っ
た
「
漢
和
辞
典
」

は
、
次
の
三
冊
、「
学
研
」
の
『
漢
字
源
』、「
旺
文

社
」
か
ら
の
『
漢
和
中
辞
典
』、
三
省
堂
の
『
新
明

解
漢
和
辞
典
』
で
、「
鼠
」
か
ら
の
「
臼
」
と
「
旧
」

は
同
音
で
も
、
違
う
意
味
の
あ
る
漢
字
の
使
用
に
疑

問
も
持
っ
た
が
、「
舊
」
の
「
解
字
」
で
、
あ
る
程

度
、
解
消
で
き
た
。

二
、
小
児
の
「
児
」
と
「
兒
」
の
違
い
も
こ
れ
と
同
じ
。

三
、「
鼠
」
の
「
臼
」
に
、
歯
科
の
「
歯
」
も
あ
る
。

四
、
詩
集
の
「
集
」
と
よ
く
類
似
の
漢
字
の
「
梟
」
と

「
木
菟
（
ミ
ミ
ズ
ク
）」
も
あ
り
、「
果
」
に
ツ
冠
が
付

い
た
「
巣
」
の
他
に
単
・
当
・
営
・
厳
も
あ
っ
た
。

五
、
角
帽
の
校
章
の
ツ
冠
で
な
い
「
學
」
の
「
臼
」
の

部
首
の
間
に
割
っ
て
入
る
「
X
」
印
が
二
つ
も
あ
っ

て
、
気
に
な
る
。

六
、
漢
字
を
自
主
的
に
學
習
す
る
「
學
」
の
字
の
中
の
、

「
子
（
コ
）」
の
「
字
（
ジ
）」
は
、
こ
の
「
子
年
」
の

「
子
（
ネ
）」
で
「
鼠
」
の
「
ネ
」。
多
産
系
の
「
鼠
」

の
「
子
（
コ
）」
に
他
な
ら
な
い
。「
鼠
」
の
「
字
」
の

中
の
「
子
（
コ
）」
で
締
め
く
く
り
た
い
。

①
の
鼠
を
「
漢
和
辞
典
」
で
調
べ
た
象
形
文
字
に
は
、

鼠
の
「
臼
」
は
「
歯
」
の
象
形
【
図
1
】
で
、
歯
の

象
形
は
臼
だ
け
で
は
な
い
。「
臼
」【
図
2
】
の
ほ
か

に
「
歯
」【
図
3
】
も
あ
る
。

【
図
1
】

〈
杵
と
臼
の
（
臼
）〉

「
漢
字
源
」 

【
図
2
】

〈
鼠
の
臼
は
（
歯
）〉「

漢
字
源
」 

【
図
3
】

〈「
臼
」
の
他
に
「
歯
」〉

「
歯
」
の
「
止
」
は
音
符 

②
の
歯
科
の
歯
は
、
鼠
の
臼
の
歯
で
は
な
い
。
臼
が
鼠

の
歯
の
象
形
と
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
。
歯
〈
３
B

７
５
〉
の
字
の
中
に
米4

が
あ
る
の
は
米
俵
の
米
を
喰

う
鼠
の
武
器
と
し
て
は
こ
の
歯
で
は
受
け
止4

め
ら
れ

な
い
。
こ
の
齒
〈
７
３
６
Ｆ
〉
の
中
の
上
下
左
右
に

は
人4

の
入4

歯
が
入4

っ
て
い
る
。

③
の
「
舊
」
に
つ
い
て
。

　
　
「
舊
」〈
６
７
５
１
〉
の
漢
字
で
思
い
出
し
た
の
は

戦
前
の
『
舊
約
聖
書
』
で
あ
っ
た
。
上
段
の
艸
冠

〈
６
７
６
７
〉
と
、
中
段
の
隹
（
フ
ル
ト
リ
）

〈
７
０
３
２
〉、
下
段
は
「
臼
」
で
「
舊
」
の
字
に
は

「
古
（
旧
）
い
」
と
「
巣
（
臼
）」
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　
　

旺
文
社
の
『
漢
和
中
辞
典
』
と
こ
の
学
研
の
『
漢

字
源
』
に
し
か
「
舊
」
の
漢
字
が
な
い
。

　
　
「
旧
井
」
と
「
臼
井
」
の
字
の
混
乱
は
、
こ
れ
ま

で
、「
旧
と
臼
」
は
同
音
の
字
で
、「
杵
と
臼
」
の

「
臼
」
と
「
新
旧
」
の
「
旧
」
と
に
意
味
の
違
う
漢

字
だ
と
区
別
を
し
て
い
た
が
、
こ
の
混
乱
も
解
字
で

あ
る
程
度
納
得
が
で
き
た
の
は
、
旺
文
社
の
『
漢
和

中
辞
典
』
で
あ
っ
た
。

　
　
「
艸
（
カ
ン
ム
リ
）
に
隹
（
フ
ル
ト
リ
）
は
鶏
冠

（
ト
サ
カ
）
の
あ
る
鶏
が
（
巣
）
古
い
〈
舊
（
キ
ュ
ウ
）〉

に
、
音
符
〈
臼
〉
と
で
も
と
、
ミ
ミ
ズ
ク
（
休
＋
鳥
偏
）

の
意
、
借
り
て
「
ふ
る
い
」
に
用
い
る
」
こ
と
で
、

古
い
「
舊
」〈
６
７
５
１
〉
の
字
に
、「
臼
」
が
あ
っ
た

こ
と
に
気
が
付
い
た
。「
舊
」の
書
体
は『
篆
刻
字
林
』。

「
旧
」
は
教
育
漢
字
の
俗
字
で
あ
る
【
図
4－

イ
】。

【
図
４－

イ
】〈「
舊
」
は
「
日
」
の
部
首
で
検
索
〉

〈
舊
の
解
字
〉

（『
漢
和
中
辞
典
』
よ
り
） 

【
図
4－

ロ
】〈
舊
の
書
体
〉

（『
篆
刻
字
林
』
よ
り
） 

　
　
『
漢
和
中
辞
典
』
の
（
休
＋
鳥
偏
）
は
〈
ミ
ミ
ズ

ク
〉
と
あ
る
が
、
こ
の
字
に
鴟
が
付
く
と
〈
フ
ク
ロ

ウ
〉
と
な
り
、
鴟
に
（
休
＋
鳥
偏
）
が
付
い
て
〈
ミ

ミ
ズ
ク
〉、
艸
（
カ
ン
ム
リ
）
に
隹
（
フ
ル
ト
リ
）

に
鳥
偏
が
付
く
と
〈
コ
ウ
ノ
ト
リ
〉
と
『
漢
字
源
』

と
あ
る
。

④
の
小
児
の
「
兒
〈
５
１
３
Ｂ
〉」
は
戦
前
に
用
い
ら

れ
て
い
た
が
、
戦
後
生
ま
れ
の
方
に
は
馴
染
み
が
な

い
が
、
実
父
は
戦
前
に
内
科
・
小
兒
科
を
開
業
し
て

お
り
、当
時
國
民
學
校
に
通
學
し
て
い
た
私
は
「
兒
」

に
は
見
慣
れ
て
い
た
。
現
在
は
「
児
」
の
字
の
方
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。

【
図
5
】（
臼
は
頭
蓋
骨
）

⑤
の
「
集
」
は
、
隹
〈
７
０
３
２
〉
の
鳥
と
木
偏
の
木

と
か
ら
成
り
、
鳥
が
木
に
集
ま
る
こ
と
で
理
解
は
出

来
る
が
、【
図
６
】
の
解
字
で
は
、
鳥
が
三
羽
も
い

る
。
次
の
「
巣
」
の
解
字
も
「
果
」
も
、
何
故
か

「
三
」
に
こ
だ
わ
る
解
字
が
あ
っ
た
。

【
図
6
】（
集
）

⑥
の
「
巣
」
は
、「
隹
」
と
「
木
」
か
ら
成
り
立
つ

　
　
「
集
」
は
木
の
上
に
「
隹
」
と
書
き
、
よ
く
似
る
。

解
字
で
「
臼
（
す
）」
と
理
解
し
た
が
、
三
省
堂
の

『
新
明
解
漢
和
辞
典
』
に
は
ツ
冠
は
三
羽
の
鳥
（
隹
）

を
意
味
し
、
木
の
上
の
臼
（
ス
）
に
入
っ
て
い
る
形

と
す
る
と
し
て
い
る
【
図
７
】。

　
　

ツ
冠
の
部
首
に
あ
る
字
を
辞
典
で
検
索
す
る
と
、

巣
の
他
に
「
単
・
当
・
営
・
厳
」
の
五
文
字
し
か
な
く
て
、

「
営
」
の
字
が
ツ
冠
の
部
首
に
有
っ
て
も
、「
蛍
」
は

火
の
部
首
か
ら
検
索
す
る
。「
学
」
も
ツ
冠
に
見
当

た
ら
な
い
。

【
図
7
】（
巣
）

（『
新
明
解
漢
和
辞
典
』
よ
り
） 

⑦
の
「
果
」
は
「
巣
」
の
字
に
似
て
、「
田
」
の
部
首

を
「
臼
」
と
睨
ん
だ
ら
、「
田
」
の
字
は
三
つ
の

「
実
」
の
あ
る
結
果
に
。

【
図
8
】（
果
）

（『
漢
字
源
』
よ
り
） 

⑧
大
学
に
入
っ
て
、「
學
」
の
字
の
記
章
の
あ
る
角
帽

を
被
っ
た
こ
の
「
學
」
の
「
臼
」
の
前
知
識
と
し
て
、

左
右
の
左
手
と
右
手
の
象
形
文
字
【
図
9
・
10
】
を

示
す
。「
學
」
の
「
臼
」
の
部
首
は
、
両
手
【
図
10
】

で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
理
解
で
き
る
。

【
図
9
は
左
手
】

【
図
10
は
右
手
】

　
　
「
臼
」
の
部
首
の
間
に
×
印
「
爻
」〈
６
０
２
Ｂ
〉

が
一
番
学
校
教
育
で
大
切
だ
と
考
え
る
。【
図
11
】。

教
育
漢
字
は
省
略
形
の
俗
字
。
今
年
は
「
学
」
の
下

に
あ
る
字
か
「
子
」
の
「
子
年
」
で
あ
る
。
こ
の

「
學
」
の
「
爻
」〈
６
０
２
Ｂ
〉」
は
交
差
す
る
さ
ま
を

示
し
、
先
生
が
知
恵
を
授
け
、
弟
子
が
そ
れ
を
受
け

取
っ
て
習
う
と
こ
ろ
に
交
流
が
行
わ
れ
る
。
ウ
印
は

屋
根
の
あ
る
家
を
示
す
。「
學
」
は
「
両
方
の
手
＋

ウ
冠
（
屋
根
）
と
子
音
符
「
爻
」
で
、行
わ
れ
る
場
所
、

つ
ま
り
学
校
に
近
い
意
味
。「
斈
」〈
５
５
５
Ｄ
〉
の

「
字
」
は
異
体
字
。

【
図
11
】〈
學
の
中
の
「
爻
」〉

『
漢
字
源
』
P
3
1
5

⑨
子
年
に
「
子
（
ネ
）」
の
「
字
」
は
「
鼠
」、「
鼠
」

か
ら
「
臼
」
が
、「
兒
」
か
ら
も
「
臼
」
が
、「
學
」

の
字
に
も
「
臼
」
が
あ
っ
た
。

　
　
〈「
子
＝
ネ
＝
鼠
」
の
「
子
＝
こ
」
で
あ
っ
て
〉
と

願
い
た
い
の
は
。
子
年
の
少
子
化
の
年
始
め
に
、
鼠

算
に
増
え
る
子
供
の
時
代
の
「
子
」
に
あ
や
か
っ

て
、
語
学
の
事
始
め
は
『
漢
字
源
』
で
「
子
」
を
調

べ
た
。

　
　
「
學
」
と
「
字
」
の
「
子
」
が

　
　
「
鼠
」
の
「
子
（
ネ
）」
の

　
　
「
子
（
こ
）」
で
あ
っ
て
と
願
う
。

【
12－

Ａ
・
B
】「
子
」
の
「
字
」

AB

（『
漢
字
源
』
P
3
1
3
よ
り
） 

A
の
「
子
（
こ
）」
の
象
形
文
字
も
「
子
供
」
を
描

い
た
も
の
。
B
の
「
子
（
こ
）」
の
象
形
は
、
頭
髪
が

ど
ん
ど
ん
伸
び
る
さ
ま
を
示
し
、
主
に
十
二
干
支

4

4

4

4

の

「
子
（
ネ
）」
の
場
合
に
用
い
た
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

「
解
字
」
の
記
載
が
『
漢
字
源
』
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、

ペ
ン
を
置
く
。

（
本
稿
は
、
拙
著
『
エ
ー
ゲ
海　

旅
み
や
げ
』
に

「
漢
字
考
察
の
小
論
」
と
し
て
、
書
い
た
四
編

一
編
、
最
初
に
「
學
」
ぶ
「
漢
字
」

（
五
頁
）

二
編
、「
偏
」
と
「
旁
」

（
七
頁
）

三
編
、「
音
読
み
」
と
「
訓
み
」

（
九
頁
）

四
編
、「
男
と
女
」
に
関
し
た
「
漢
字
」
（
廿
頁
に

続
く
第
五
編
と
し
て
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。）

子
年
の
語
学
の
事
始
め
は 

　
　
　  

「
鼠
」の
漢
字
か
ら 
会員投稿  

高
橋
　
三
郎
（
金
沢
市
・
耳
鼻
咽
喉
科
） 

著書

『エーゲ海　旅みやげ』
A4 版

定価 3,990 円
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「なまけもの」になれなかったものの 
南国の島で美しい花々に囲まれて 

こ
こ
十
年
ほ
ど
、
な
か
な
か

休
み
が
取
れ
な
い
日
常
を
離
れ

て
、
思
い
切
っ
て
海
外
で
の
休

日
を
過
ご
す
こ
と
に
決
め
、
こ

こ
四
〜
五
年
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
バ
リ
島
に
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
（
二
〇
〇
七
年
）
も
十
月

に
バ
リ
島
の
ヴ
ィ
ラ
で
六
泊
し

ま
し
た
。

ト
ラ
ン
ク
の
中
に
、
小
説
と

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
詰
め
込
ん
で
の
出
発

で
す
。
一
日
中
、
散
歩
と
食
事

以
外
は
、
ヴ
ィ
ラ
の
中
に
閉
じ

こ
も
り
、
の
ん
び
り
し
た
「
な

ま
け
も
の
」
の
生
活
を
す
る
の

が
楽
し
み
で
し
た
。

で
も
、
世
界
的
な
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
で
、
ホ

テ
ル
に
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

普
及
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
海
外
放
送

が
見
ら
れ
る
時
代
で
す
。
私

も
、
法
人
の
仕
事
を
し
て
い
る

の
で
、
完
全
に
連
絡
を
遮
断
す

る
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
昔
で
あ
れ
ば
、
緊
急
事
態

の
た
め
に
電
話
番
号
を
知
ら
せ

て
お
き
、「
何
か
あ
っ
た
ら
よ

ろ
し
く
」
と
、
冷
た
く
言
っ
て

出
か
け
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
す

が
、
今
で
は
メ
ー
ル
と
い
う
手

段
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
私
自
身
も
医
療
改

悪
の
中
で
、
そ
の
再
生
の
た
め

の
プ
ラ
ン
作
り
と
い
う
宿
題
が

あ
っ
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
資

料
を
持
っ
て
行
き
ま
し
た
。

と
い
う
わ
け
で
、
ヴ
ィ
ラ
滞

在
中
の
半
分
は
パ
ソ
コ
ン
に
向

か
い
、
メ
ー
ル
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
バ
リ
滞
在
の
記
事
を
ブ
ロ

グ
に
ア
ッ
プ
し
、
持
っ
て
き
た

仕
事
を
片
付
け
る
と
い
う
生
活

で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
毎
朝
一
時
間
程

度
の
散
歩
は
、
気
持
ち
の
良
い

も
の
で
し
た
。
ヴ
ィ
ラ
か
ら
一

キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
海
岸
ま
で
行

き
、
砂
浜
を
歩
き
、
帰
っ
て
く

る
五
キ
ロ
ほ
ど
の
コ
ー
ス
で

す
。
も
と
も
と
田
園
地
帯
を
開

発
し
た
リ
ゾ
ー
ト
地
な
の
で
、

ま
だ
ま
だ
「
田
舎
」
が
残
っ
て

い
ま
す
。
朝
は
、
放
し
飼
い
に

さ
れ
て
い
る
鶏
が
鳴
き
、
野
鳥

の
さ
え
ず
り
も
聞
か
れ
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
農
地
に
牛
も
放

牧
さ
れ
て
い
ま
す
。
昼
間
は
、

車
や
人
の
動
き
の
中
で
見
え
な

い
も
の
が
、
朝
は
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
何
度
も
同
じ
道
を

通
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
発
見

も
あ
り
ま
す
。
バ
ナ
ナ
の
木
に

き
れ
い
な
花
が
咲
い
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
が
バ
ナ
ナ
の
花
か
と

感
激
し
た
の
で
す
が
、
実
は
、

隣
に
あ
っ
た
花
が
ク
ロ
ス
し
て

お
り
、
バ
ナ
ナ
の
花
の
よ
う
に

見
え
た
の
で
す
。
そ
の
よ
う
に

し
て
バ
ナ
ナ
の
木
を
良
く
み
て

み
る
と
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
本
物

の
バ
ナ
ナ
の
花
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
の
真
ん
中
に
は
、
ど

う
も
見
張
り
の
よ
う
な
小
屋
が

た
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
田

ん
ぼ
の
四
方
に
紐
が
張
っ
て
あ

り
ま
す
。
何
に
使
う
の
か
と
不

思
議
だ
っ
た
の
で
す
が
、
夕

方
、
そ
の
紐
を
揺
ら
し
て
す
ず

め
を
追
っ
ぱ
ら
っ
て
い
る
光
景

を
見
ま
し
た
。
の
ど
か
過
ぎ
る

田
園
風
景
で
す
。

一
番
の
楽
し
み
は
、
あ
ち
こ

ち
に
咲
い
て
い
る
き
れ
い
な
花

で
し
た
。
な
ん
と
言
っ
て
も
、

常
夏
の
南
国
の
島
で
す
。
い
た

る
と
こ
ろ
に
花
が
咲
い
て
い
ま

す
。
私
は
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア

と
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
ぐ
ら
い
し
か

分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

今
度
は
花
の
図
鑑
を
持
っ
て
来

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

な
か
な
か
「
な
ま
け
も
の
」
に

は
な
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

来
年
も
「
な
ま
け
も
の
」
に
挑

戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

囲 

解 
答 

碁 4
23
15

イ 

ロ 

（
問
題
は
19
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
1
の
ツ
ケ
が
好
手
。
白
2
に
黒

3
か
ら
5
で
白
死
で
す
。
 

黒
1
で
先
に
3
は
白
4
黒
1
白
5
で

白
生
き
。
ま
た
黒
1
で
5
は
白
1
黒

イ
白
ロ
で
白
生
き
で
す
。
 

 

▲
3
三
金
△
同
桂
▲
3
四
桂

△
1
二
玉
▲
2
一
銀
△
同
玉

▲
4
一
竜
△
同
銀
▲
2
二
金

ま
で
9
手
詰
。 

〈
解
説
〉 

初
手
▲
3
三
金
が
好
手
。
△

1
二
玉
な
ら
▲
2
四
桂
か
ら

▲
2
三
銀
。
3
手
目
▲
3
四

桂
と
打
ち
△
1
二
玉
に
▲
2

一
銀
が
う
ま
い
決
め
手
と
な
る
。

（
問
題
は
19
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 

現
代
中
国
の
悲
哀
と
親
子

の
絆
を
つ
づ
っ
た
傑
作
。
映

画
の
タ
ッ
チ
が
中
国
ロ
ー
カ

ル
の
も
の
で
は
な
く
、
世
界

中
で
共
感
で
き
る
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ド
ラ
マ
に
仕
上
が
っ
て
い

る
。
そ
れ
も
一
九
八
〇
年
代

か
ら
国
際
的
に
評
価
さ
れ
て

い
る
チ
ェ
ン
・
カ
イ
コ
ー
監

督
の
力
量
だ
ろ
う
。

物
語
は
、
華
北
の
地
方
都

市
で
暮
ら
す
バ
イ
オ
リ
ン
の

天
才
少
年
チ
ュ
ン
（
タ
ン
・

ユ
ン
）
を
調
理
士
の
父
親
リ

ウ
・
チ
ェ
ン
（
リ
ウ
・
ペ
イ

チ
ー
）
が
北
京
の
バ
イ
オ
リ

ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
に
連
れ
て

行
く
こ
と
か
ら
展
開
す
る
。

こ
の
地
方
都
市
は
、
中
国

の
古
き
伝
統
が
保
持
さ
れ
て

文
化
の
香
り
が
す
る
の
だ

が
、
二
人
が
向
か
っ
た
北
京

は
、
近
代
化
さ
れ
た
大
都
会

で
あ
る
。
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
、
チ
ュ
ン
が
実
力
で
は
一

番
。
し
か
し
コ
ネ
と
金
に
敗

れ
、
五
位
だ
っ
た
。

偶
然
、
便
所
で
審
査
員

が
、「
息
子
が
断
ト
ツ
で
一

位
」
と
聞
い
た
父
は
、
そ
の

審
査
員
の
音
楽
家
に
息
子
を

弟
子
入
り
さ
せ
る
。
チ
ュ
ン

は
そ
の
先
生
の
と
こ
ろ
で
レ

ッ
ス
ン
を
受
け
る
が
、
空
い

た
時
間
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ

デ
ル
で
金
持
ち
の
男
を
パ
ト

ロ
ン
に
と
狙
う
リ
リ
（
チ
ェ

ン
・
ホ
ン
）
に
頼
ま
れ
て
バ

イ
オ
リ
ン
を
弾
い
た
り
、
買

い
物
に
付
き
合
っ
た
り
し
て

あ
げ
る
。
父
が
市
場
で
騒
動

に
巻
き
込
ま
れ
、
有
り
金
を

す
べ
て
失
っ
た
時
も
、
リ
リ

に
も
ら
っ
た
小
遣
い
で
そ
の

窮
地
を
し
の
い
だ
。

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
は
い

た
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
出
世

は
お
ぼ
つ
か
な
い
と
思
っ
た

父
は
、
バ
イ
ト
を
し
て
い
た

と
き
に
出
く
わ
し
た
音
楽
家

の
ユ
イ
教
授
（
監
督
の
チ
ェ

ン
・
カ
イ
コ
ー
が
演
じ
て
い

る
）
に
息
子
の
将
来
を
託
す

こ
と
に
決
め
、
こ
れ
ま
で
習

っ
て
い
た
審
査
員
の
も
と
を

引
き
上
げ
さ
せ
た
。

し
か
し
、
そ
の
父
親
の
強

引
さ
に
反
発
し
た
チ
ュ
ン

は
、
母
親
の
形
見
で
あ
る
バ

イ
オ
リ
ン
を
売
っ
て
、
リ
リ

に
毛
皮
の
コ
ー
ト
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
。
父
親
は
そ
れ
を

知
ら
ず
、
息
子
を
ユ
イ
教
授

の
と
こ
ろ
に
連
れ
て
行
き
バ

イ
オ
リ
ン
を
弾
か
せ
よ
う
と

し
た
が
、
ケ
ー
ス
を
開
け
る

と
バ
イ
オ
リ
ン
が
な
い
こ
と

に
仰
天
し
て
し
ま
う
。

父
親
は
リ
リ
の
も
と
に
行

き
、
自
分
の
息
子
の
将
来
は

こ
の
ま
ま
で
は
終
わ
っ
て
し

ま
う
、
助
け
て
ほ
し
い
と
頼

み
込
ん
だ
。
そ
こ
で
リ
リ

は
、
ユ
イ
教
授
を
チ
ュ
ン
の

ア
パ
ー
ト
に
連
れ
て
行
き
、

そ
の
演
奏
を
聞
か
せ
て
、
教

授
に
彼
の
才
能
を
認
識
さ
せ

弟
子
に
取
ら
せ
た
。
そ
し
て

い
よ
い
よ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル

に
出
る
こ
と
に
な
る
が
、
田

舎
者
で
朴
訥
な
父
親
は
、
自

分
は
も
う
息
子
の
足
手
ま
と

い
に
な
る
と
思
い
田
舎
に
帰

る
決
心
を
し
た
。

そ
の
父
を
見
て
チ
ュ
ン
は

動
揺
す
る
。
教
授
は
チ
ュ
ン

を
説
得
す
る
が
、
そ
れ
に
は

教
授
の
打
算
も
入
っ
て
い
る

と
知
る
と
、
チ
ュ
ン
は
コ
ン

ク
ー
ル
よ
り
父
を
選
ぶ
。
北

京
駅
の
父
の
前
で
コ
ン
ク
ー

ル
の
曲
を
演
奏
し
て
み
せ

て
、
父
と
抱
き
合
う
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
最
後
の
展
開
は
文
革

で
父
を
貶
め
た
監
督
の
改
悛

の
情
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら

れ
、
主
演
タ
ン
・
ユ
ン
少
年

の
名
演
奏
と
相
俟
っ
て
、
涙

が
出
て
止
ま
ら
な
い
素
晴
ら

し
い
演
出
で
あ
っ
た
。

こ
の
映
画
が
当
た
っ
た
た

め
、
テ
レ
ビ
シ
リ
ー
ズ
も
作

ら
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
放
映
さ

れ
た
。

おすすめの1本 おすすめの1本 その 

奥田　宏（金沢市・心療内科） 

３４ 

【
監
督
・
出
演
】チ
ェ
ン
・
カ
イ
コ
ー 

【
出
演
】タ
ン
・
ユ
ン 

 

リ
ウ
・
ペ
イ
チ
ー 

 

チ
ェ
ン
・
ホ
ン 

二
〇
〇
二
年
（
中
国
） 

北
京
バ
イ
オ
リ
ン 

七
つ
の
ま
ち
が
い
探
し
の
答
え（
問
題
十
八
面
）

答
え

1
、ふ
す
ま　

2
、左
の
女
性
の
着
物　

3
、と
っ
く
り

4
、掛
け
軸　

5
、た
す
き

6
、か
る
た　

7
、机
の
足

グロテスクなバナナの花

バリ島のヴィラで過ごす原和人先生ご夫妻
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む
か
し
。 

お
じ
い
さ
ん
が
畑
仕
事

を
し
て
い
た
。
お
昼
に
な

っ
た
の
で
お
弁
当
を
た
べ

て
い
た
。 

す
る
と
箸
か
ら
豆
が
こ

ぼ
れ
落
ち
て
、
コ
ロ
コ
ロ

こ
ろ
が
っ
て
穴
の
中
に
入

っ
て
し
ま
っ
た
。 

穴
の
中
か
ら
、
歌
が
し
た
。 

ペ
ッ
タ
ン
　

ペ
ッ
タ
ン
 

一
升
つ
い
た
 

五
合
つ
い
た
 

「
い
い
声
だ
な
あ
。
あ
れ
？

も
う
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
も
う
一
度
」
と
、
豆

を
一
つ
入
れ
る
と
、
ま
た
、 

ペ
ッ
タ
ン
　

ペ
ッ
タ
ン
 

一
升
つ
い
た
 

五
合
つ
い
た
 

「
あ
れ
終
り
？
も
う
一
度
」 

ペ
ッ
タ
ン
　

ペ
ッ
タ
ン
 

も
う
一
度
、
も
う
一
度

と
豆
を
入
れ
、
豆
が
無
く

な
る
と
、
御
飯
も
入
れ
、

お
弁
当
が
空
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
す
る
と
穴
の
中

か
ら
一
匹
の
ね
ず
み
が
現

わ
れ
、 

「
じ
い
さ
ん
、
じ
い
さ
ん
、

お
い
し
い
豆
と
御
飯
を
あ

り
が
と
う
。
ね
ず
み
の
殿

様
が
大
喜
び
で
す
。
ご
案

内
し
ま
す
か
ら
、
私
の
シ

ッ
ポ
に
つ
か
ま
っ
て
、
目

を
つ
む
っ
て
く
だ
さ
い
」 

「
は
い
、
は
い
」 

「
お
じ
い
さ
ん
、
つ
き
ま

し
た
目
を
開
け
て
く
だ
さ
い
」 

「
あ
っ
！！
、
こ
こ
は
ね
ず

み
の
お
城
の
殿
様
の
前
だ
。

は
は
あ
〜
〜
っ
！！
」 

殿
様
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な

が
ら
、
た
く
さ
ん
の
宝
物
を
、

目
の
前
に
広
げ
て
、 

「
御
馳
走
の
お
礼
じ
ゃ
、

好
き
な
だ
け
も
っ
て
行
く

が
よ
い
」 

と
い
い
ま
し

た
が
、 

「
わ
し
は
年

よ
り
で
、
も
う

何
も
い
り
ま
せ

ん
、
で
は
お
気

持
ち
で
一
つ
だ

け
」
金
の
壺
を

も
ら
っ
て
帰
り

ま
し
た
。 

す
る
と
欲
ば

り
ば
あ
さ
ん
、 

「
何
で
も
っ
と
、

も
ら
っ
て
来
な

か
っ
た
」
と
お
弁
当
を
穴

に
ぶ
ち
ま
け
、
殿
様
の
前

で
大
風
呂
敷
を
広
げ
た
が
、

入
り
き
ら
な
い
。「
ね
ず
み

を
追
い
は
ら
っ
て
か
ら
ゆ

っ
く
り
運
ぼ
う
」
と
、
ニ

ャ
ー
ン
と
猫
の
ま
ね
を
す

る
と
、
あ
た
り
は
真
っ
暗
。

一
生
穴
か
ら
出
ら
れ
ず
苦

し
ん
だ
と
い
う
。 

（
連
合
通
信
）  

ね
ず
み
浄
土
 

ね
ず
み
浄
土
 

干
支
の
民
話
 

絵
と
文
　
高
橋
し
ん
じ
 

（答え17面） 

●同封の読者アンケートハガキまたは官製ハガキにクイズの
答え、住所、電話番号、氏名、職業（勤務先または所属団体な
ど）および本紙を読まれた感想を必ずご記入の上、お送り下
さい（住所は1面左上にあります）。 
●応募はお一人様一通に限らせていただきます。 
●当選発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。 

　［締め切り］2008年1月30日（当日消印有効）

【パズルの解き方】①二重枠の文字をA～Dの順に並べ
てください。②この言葉をヒントにして、残る二重枠の6
文字をうまく並べてできる「言葉」は何でしょう？ 

新年号を読まれた方なら、 
どなたでもご応募いただけます 

1 2 3

9 10 11

12 13 14

15 16 17

18 19 21 22

23 24 25

27 28 29

30 31 32 33 34

35

38

37

39

4 5 7

A B C D

20

26

6

36

A

D B

8

C

q石川遼選手は─王子 
rツルのひと─ 
y桃太郎の─だんご 
iパンダの大好物 
o動脈硬化の原因ともなる 
　血管にたまる脂肪の一種 
!2毛皮になるイタチ科動物 
!4賃上げ闘争で─権確立 
!5スポーツで得点を数える 
!6衆院選の立─予定者 
!8ほこりをはらう掃除道具 
!9うずまき形の─階段 
@1地球は太陽系の─星 
@3船の大きさを表わす単位 
@4板などにぬる塗料 
@5これがあるとあたたかい 
@6病気は─発見が大事 
@8野球の遊撃手 
#1ニュートンが発見した万有─ 
#3正月に羽子板でつく 
#5壁などをぬる職人 
#7外海（がいかい）のこと 
#8五千円札の肖像人物 
#9硯（すずり）の相棒 

必要事項をもれなくご記入いただいた正解者の中から抽選で5人の方に、図書カード（2,000円分）をプレゼント

q
カ
ニ
の
武
器 

w
温
暖
化
の
根
源
「
C
O
2

」 

e
神
に
つ
か
え
る
少
女 

r
生
産
原
価
。
│
ダ
ウ
ン 

t

│
に
帆（
ほ
）を
あ
げ
る 

y
か
ぎ
。
│
ホ
ル
ダ
ー 

u
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
旧
国
名 

!0
西
洋
料
理
店
。
仏
語
で
す 

!1
道
ば
た
。
│
の
石 

!3
見
え
な
い
が
、あ
な
た
の
周
り

に
い
つ
も
あ
る 

!6
青
と
紫
を
ま
ぜ
た
色 

!7
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
官
邸 

!8
平
和
の
象
徴
と
さ
れ
る
鳥 

@0

│
破
、│
手
形 

@2
碁
石
の
色
は
シ
ロ
と
？ 

@4
2
0
0
8
五
輪
の
開
催
都
市 

@5
車
。パ
ト
│ 

@7
巻
き
上
げ
機
械 

@9
湯
ぶ
ね
。ふ
ろ
お
け 

#0
「
夕
日
」の
反
対
語 

#2
地
球
表
面
の
海
で
な
い
部
分 

#4
夢
う
つ
つ
で
│
に
水 

#6
タ
ン
ス
や
イ
ス
な
ど
調
度
品 

モロズミ勝 出　題

2008年 2008年 2008年 新春 新春 

答えヒント 答えヒント



石 川 保 険 医 新 聞（19）2008年１月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第429号

囲 碁 

（解答は17面にあります） （解答は17面にあります） 

持
駒
　
銀
桂 

■出題 
　九段 
　石榑郁郎 

黒先 
〈ヒント〉 利き筋をすぐに決めると 
 失敗します。一手目が好手 
 です。 
 （8分で一、二級以上） 

■出題 
　九段 
　西村一義 

初級クラス 
〈ヒント〉桂が主役の駒に……。 
 （10分で二級） 

123456

一 

二 

三 

四 

五 

六 

桂 香 金 

竜 

玉 銀 

金 

歩 歩 
高村　昭輝（金沢市・小児科） 

その 2地域の医師不足解消のために 
12回シリーズ 

高村ドクターの 高村ドクターの 

オーストラリアからこんにちは オーストラリアからこんにちは オーストラリアからこんにちは 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
こ

こ
数
年
、
気
候
が
著
し
く
変
化

し
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
、
水

不
足
は
深
刻
で
す
。

基
本
的
に
、
冬
が
雨
の
降
る

季
節
で
す
が
、
そ
の
冬
で
さ

え
、
給
水
制
限
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。
週
に
一
回
、
し
か
も
、

朝
六
時
か
ら
九
時
の
間
だ
け
し

か
、
ホ
ー
ス
を
使
っ
て
水
を
ま

い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
車
も
、

ホ
ー
ス
の
水
で
洗
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
厳
し
い
と
思
い
ま
せ

ん
か
？

あ
る
科
学
者
に
よ
る
と
、
今

の
ま
ま
だ
と
十
年
以
内
に
シ
ド

ニ
ー
で
は
人
が
住
め
な
く
な
る

と
ま
で
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
サ
ウ
ス
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も

例
外
で
は
な
く
、
干
ば
つ
の
た

め
に
農
作
物
が
例
年
の
半
分
程

度
し
か
見
込
め
な
い
状
態
に
な

っ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

は
、
マ
レ
ー
・
ダ
ー
リ
ン
グ
水

系
と
い
う
川
の
水
だ
け
が
唯
一

の
水
源
な
の
で
す
が
、
そ
の
川

の
水
量
が
年
々
減
り
続
け
、
塩

害
も
進
ん
で
い
る
の
で
す
。
鉱

物
資
源
は
あ
る
も
の
の
水
が
な

い
！
こ
の
国
の
将
来
は
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
か
？

さ
て
、
本
題
に
戻
り
、
医
学

教
育
で
す
。

ま
ず
、
こ
ち
ら
の
シ
ス
テ
ム

は
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
。
こ
ち

ら
の
医
学
部
は
日
本
よ
り
も
一

歩
進
ん
で
い
て
、
大
学
を
卒
業

し
た
人
を
対
象
と
し
た
メ
デ
ィ

カ
ル
ス
ク
ー
ル
と
、
高
校
を
卒

業
し
て
す
ぐ
に
入
学
で
き
る
大

学
医
学
部
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

僕
が
い
る
フ
リ
ン
ダ
ー
ス
大
学

は
、
前
者
の
タ
イ
プ
の
学
校
で

す
。
な
の
で
、
こ
こ
の
医
学
生

は
す
で
に
大
学
を
一
度
卒
業
し

て
い
る
人
た
ち
と
な
り
ま
す
。

前
者
の
学
校
は
四
年
、
後
者

の
学
校
は
日
本
と
同
じ
六
年
間

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い

ま
す
。

面
白
い
こ
と
に
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
は
医
師
国
家
試
験
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
が
独
自
の
教
育
を
行
い
、
三

年
生
（
も
し
く
は
五
年
生
）
で

一
年
間
の
臨
床
実
習
を
行

い
、
三
年
生
か
ら
四
年
生
（
も

し
く
は
五
年
生
か
ら
六
年
生
）

に
あ
が
る
と
こ
ろ
で
、
各
大
学

が
独
自
に
行
う
試
験
を
行
い
、

こ
れ
が
医
師
国
家
試
験
の
代
わ

り
と
な
る
大
き
な
試
験
と
な
り

ま
す
。

こ
の
試
験
は
、
厳
し
く
国
に

審
査
さ
れ
て
お
り
、
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
翌
年

か
ら
医
学
学
校
と
し
て
の
資
格

を
剥
奪
さ
れ
る
（
ら
し
い
）
こ

と
に
な
り
ま
す
。
な
の
で
、
各

大
学
は
真
剣
に
こ
の
試
験
を
実

施
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
し

ょ
う
か
。

そ
し
て
、
最
終
学
年
で
は
ほ

ぼ
普
通
の
医
師
と
同
じ
よ
う
な

臨
床
現
場
で
の
実
習
を
再
び
一

年
間
行
い
、
卒
業
と
同
時
に
医

師
免
許
が
当
た
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ

の
三
年
生
、
四
年
生
で
行
う
臨

床
実
習
が
、
他
の
学
校
と
一
味

違
う
の
が
、
こ
の
メ
デ
ィ
カ
ル

ス
ク
ー
ル
の
特
徴
な
の
で
す
。

「
医
学
生
、
研
修
医
の
医
学

教
育
（
臨
床
実
習
）
を
田
舎
の

小
規
模
都
市
で
行
う
こ
と
に
よ

り
、
将
来
的
に
田
舎
で
臨
床
医

を
行
う
医
師
が
増
え
る
」
と
い

う
論
文
が
、
い
く
つ
か
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
基
づ
い

て
、
僕
の
ボ
ス
が
田
舎
で
の
臨

床
医
学
教
育
を
と
声
を
上
げ
た

の
は
十
年
ほ
ど
前
・
・
・
、
当

時
は
誰
も
賛
成
し
て
く
れ
ず
、

大
学
に
も
聞
き
入
れ
て
も
ら
え

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

た
だ
、
田
舎
で
の
圧
倒
的
医

師
不
足
と
地
域
住
民
の
声
、
そ

し
て
、
何
よ
り
地
域
の
開
業
医

の
声
に
支
え
ら
れ
て
こ
の

R
u
ral C

lin
ical E

d
u
cation

が
始
ま
り
ま
し
た
。
地
域
の
医

師
不
足
解
消
の
た
め
に
大
学
の

医
学
教
育
を
変
革
す
る
と
い
う

大
き
な
理
想
（
多
く
の

人
に
と
っ
て
は
無
謀
と

も
思
え
る
考
え
方
）
に

基
づ
い
て
始
ま
っ
た
こ

の
方
針
は
、
今
、
や
っ

と
実
を
結
び
つ
つ
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
今

年
、
う
ち
の
ボ
ス
は
と

う
と
う
医
学
部
長
へ
と

昇
進
し
た
の
で
す
。
彼

曰
く
、「
常
識
や
慣
習

を
覆
す
の
は
非
常
に
パ

ワ
ー
の
い
る
こ
と
で
あ

る
」
と
い
う
こ
と
で

す
。

初
め
て
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
の
年
越
し
に
な
り
ま
す
。
今

年
は
干
支
が
ね
ず
み
に
戻
り
ま

す
ね
。
年
男
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
気
分
一
新
、
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
エ
キ

サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
！

私
は
、
金
沢
市
末
町
に
開
業
す
る
一
歯
科
医
で
す
。
一
九

八
九
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

開
業
し
た
と
き
の
の
目
標
の
一
つ
に
、
往
診
（
当
時
は
ま

だ
訪
問
歯
科
と
は
呼
ん
で
い
な
か
っ
た
）
を
考
え
て
い
ま
し

た
。末

町
は
、
金
沢
市
の
東
南
に
位
置
し
、
犀
川
の
上
流
方
向

に
は
診
療
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
訪
問
診
療
の
要
望
が

あ
れ
ば
、
せ
ざ
る
を
得
な
い
な
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

訪
問
診
療
の
き
っ
か
け
は
、
一
九
九
六
年
七
月
に
保
険
医

協
会
が
県
下
に
訪
問
診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
ろ
う
と
企
画

し
た
勉
強
会
へ
の
参
加
で
し
た
。
こ
の
勉
強
会
が
終
わ

り
、
一
九
九
六
年
九
月
に
、
以
前
通
院
さ
れ
て
い
た
患
者
様

が
入
院
さ
れ
、
訪
問
診
療
を
行
っ
て
以
来
、
現
在
は
要
望
が

あ
れ
ば
ど
こ
で
も
訪
問
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
二
〇
〇
六
年
四
月
か
ら
は
地
元
の
老
人
介
護
施
設

の
協
力
歯
科
医
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
毎
日
こ
の
施
設

に
う
か
が
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
、
い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
方
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
方
は
、
居
宅

へ
の
訪
問
診
療
に
始
ま
り
、
介
護
さ
れ
て
い
た
奥
様
の
入
院

の
た
め
居
宅
で
の
介
護
が
で
き
な
く
な
り
入
院
さ
れ
た
病

院
、
さ
ら
に
転
院
さ
れ
た
病
院
へ
と
一
年
二
カ
月
に
わ
た
り

訪
問
先
を
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
根
の
治
療
か
ら
始
め
、
最
終

的
に
は
ほ
ぼ
全
顎
に
及
ぶ
固
定
式
ブ
リ
ッ
ジ
で
咬
合
を
回
復

し
、
そ
の
後
一
度
、
別
の
と
こ
ろ
の
ブ
リ
ッ
ジ
が
取
れ
再
治

療
し
、
昨
年
訃
報
に
接
す
る
ま
で
再
治
療
の
依
頼
が
な
く
、

な
ん
と
か
生
涯
を
ま
っ
と
う
し
て
も
ら
え
た
か
な
と
思
う
方

で
す
。

依
頼
を
受
け
、
初
診
で
X
線
写
真
等
を
撮
り
、
次
回
か
ら

治
療
を
し
ま
し
ょ
う
と
計
画
を
立
て
た
と
こ
ろ
、
体
調
が
急

変
。
入
院
一
週
間
後
、
逝
去
さ
れ
た
方
。

約
一
年
間
、
各
種
治
療
を
行
い
、
次
回
部
分
入
れ
歯
を
入

れ
、
そ
の
調
整
が
終
わ
れ
ば
治
療
終
了
と
い
う
段
階
で
入

院
、
治
療
再
開
を
待
つ
う
ち
に
逝
去
さ
れ
戻
っ
た
自
宅
の
枕

元
へ
入
れ
、
歯
を
届
け
た
方
。
歯
肉
が
大
き
く
腫
れ
上
が
り

外
見
か
ら
も
わ
か
る
ほ
ど
ま
で
に
な
っ
た
歯
肉
癌
で
紹
介
状

を
書
い
た
だ
け
の
方
。
心
臓
人
工
弁
置
換
の
た
め
抜
歯
依
頼

さ
れ
浸
潤
麻
酔
し
た
直
後
痙
攣
発
作
を
起
こ
し
、
付
き
添
っ

て
く
れ
て
い
た
主
治
医
に
診
て
も
ら
い
な
が
ら
抜
歯
し
ま
し

た
が
、
初
め
て
の
死
亡
症
例
に
な
る
か
と
肝
を
冷
や
し
た

方
。
入
れ
歯
を
無
く
し
た
た
め
急
い
で
作
り
、
こ
れ
で
食
べ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
方
。
こ
の
よ
う

な
い
ろ
い
ろ
な
場
面
や
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

い
た
主
治
医
の
先
生
方
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
い
た
同

業
歯
科
医
の
先
生
方
、
歯
科
衛
生
士
の
方
々
に
巡
り
合
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

訪
問
診
療
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
歯
科
と
同
じ
よ
う
な
治
療

内
容
が
可
能
で
す
が
、
一
般
歯
科
以
上
に
口
腔
ケ
ア
、
メ
イ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
身
体
的
障
害
の
た
め
歯
磨

き
が
自
身
で
は
で
き
ず
、
口
の
中
が
汚
れ
放
題
の
方
も
多
々

み
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
は
介
護
職
員
や
家
族
の
方
に
口
腔
ケ

ア
の
重
要
性
を
訴
え
ま
す
が
、
治
療
が
終
わ
れ
ば
、
そ
こ
で

打
ち
切
り
の
こ
と
も
多
く
、
こ
の
あ
た
り
に
限
界
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
元
在
住
の
方
を
念
頭
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た

が
、
意
外
と
地
元
か
ら
の
依
頼
は
少
な
く
、
看
板
に
表
示
し

て
あ
り
ま
す
が
、
地
元
に
お
住
ま
い
の
方
で
も
保
険
医
協
会

を
介
し
て
依
頼
が
く
る
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
歯
科
が
往
診
す
る

こ
と
を
知
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
と
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
中
、
今
日
も
訪
問
診
療
に
向
か
う
私
で
す
。

会員リレーエッセー　            ◆◆ 102◆◆原
稿
募
集
中

趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

訪
問
診
療
雑
感

長
谷　

他
家
志
（
金
沢
市
・
歯
科
）

紫外線が強いので、ビーチでは
夕方になって海水浴が始まる

野生のカンガルーに餌をやる次女
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